
今
、

花
ひ

ら
く

小
さ

な
城

下
町

　
三

春

（
写

真
：

第
5

回
田

村
地

方
交

通
安

全
大

会
で

の
三

春
小

学
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鼓
笛
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パ
レ

ー
ド

　
関

連
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ペ
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）



　
11
月
３
日
﹆
三
春
交
流
館
﹁
ま
ほ
ら
﹂
に
お
い
て
﹆
三
春
町
各
種
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
﹆
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
特
別
功
労
表
彰
１
件
﹆
功
労
表
彰
11
件
﹆
顕
彰
表
彰

８
件
﹆
感
謝
状
１
件
﹆
ま
ち
づ
く
り
賞
７
件
で
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
﹆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
26
年
度 

各
種
功
労
者
表
彰
式

受賞者を代表して謝辞を述べる神田昭壽さん

2

特
別
功
労
表
彰

〔
功
績
〕
平
成
７
年
10
月
か
ら
平
成

25
年
10
月
ま
で
の
18
年
に
わ
た
り
、

三
春
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
。こ
の
間
、

平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
25
年
10
月

ま
で
委
員
長
に
就
任
。
ま
た
、
平
成

９
年
７
月
か
ら
現
在
ま
で
交
通
教
育

専
門
員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

功
労
表
彰

神田昭壽 さん

（上舞木）

〔
功
績
〕
平
成
13
年
12
月
か
ら
平

成
25
年
11
月
ま
で
４
期
12
年
に
わ

た
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

〔
功
績
〕
平
成
13
年
12
月
か
ら
平

成
25
年
11
月
ま
で
４
期
12
年
に
わ

た
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

渡辺良一 さん

（斎藤）

故 

長
澤
晟
さ
ん
（
桜
ヶ
丘
）

〔
功
績
〕
平
成
11
年
10
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
ま
で
14
年
６
月
に
わ
た

り
三
春
町
介
護
認
定
審
査
会
会
長

と
し
て
在
任
さ
れ
、
こ
の
間
、
平

成
18
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月

ま
で
三
春
町
障
害
区
分
認
定
審
査

会
長
を
併
任
さ
れ
、
三
春
町
福
祉

行
政
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
11
年
４
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
三
春
町
行
政
区
長
を

歴
任
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

長澤信子 さん

（桜ヶ丘）

〔
功
績
〕
昭
和
25
年
か
ら
葉
た
ば

こ
専
業
農
家
と
し
て
農
業
経
営
に

従
事
し
、
昭
和
61
年
か
ら
平
成
３

年
ま
で
根
本
た
ば
こ
総
代
を
務
め

る
な
ど
、
地
域
農
業
を
牽
引
さ
れ
、

平
成
元
年
バ
ー
レ
ー
種
へ
の
転
換

を
機
に
、
た
ば
こ
作
付
面
積
の
拡

大
に
貢
献
さ
れ
た
。
平
成
12
年
に

た
ば
こ
経
営
名
義
を
後
継
者
に
譲

る
が
、
そ
の
後
も
技
術
の
指
導
を

継
続
し
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め

る
な
ど
、
農
業
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

近内亀美 さん

（根本）

〔
功
績
〕
昭
和
30
年
か
ら
兼
業
農

家
と
し
て
農
業
経
営
に
従
事
し
、

会
社
を
退
職
し
た
昭
和
55
年
以
降

は
葉
た
ば
こ
専
業
農
家
と
し
て
農

業
経
営
に
専
念
さ
れ
て
い
る
。
葉

た
ば
こ
総
代
区
の
合
併
統
合
が
進

む
な
か
、
伝
統
あ
る
作
物
の
維
持

耕
作
と
技
術
指
導
の
相
談
役
と
し

て
技
術
の
伝
承
に
尽
力
さ
れ
、
後

継
者
育
成
に
努
め
る
な
ど
、
農
業

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

千葉征三 さん

（西方）



3

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111

橋本武夫 さん

（北成田）

〔
功
績
〕
昭
和
35
年
よ
り
農
業
に
従

事
し
、
平
成
元
年
か
ら
は
専
業
農
家

と
し
て
農
業
経
営
に
専
念
し
て
き

た
。
平
成
６
年
か
ら
園
芸
作
目
へ
転

換
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
19
年
か

ら
認
定
農
業
者
と
な
り
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
を
取
得
す
る
な
ど
、
農
業
経
営

の
拡
大
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
お

け
る
集
落
協
定
代
表
を
平
成
17
年
か

ら
務
め
ら
れ
、
地
域
の
耕
作
放
棄
地

の
解
消
へ
の
取
り
組
み
や
後
継
者
育

成
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

〔
功
績
〕
昭
和
40
年
10
月
か
ら
三
春

町
八
文
字
屋
旅
館
に
従
事
し
、
平
成

６
年
10
月
か
ら
有
限
会
社
八
文
字
屋

の
代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
た
。
以

来
、
旅
館
・
飲
食
業
に
専
念
し
、
平

橋本紀子 さん

（大町）

〔
功
績
〕
昭
和
44
年
か
ら
家
業
で
あ

る
橋
本
建
具
店
に
従
事
し
、
永
年

に
わ
た
り
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ

て
い
る
。
平
成
10
年
か
ら
現
在
ま

で
三
春
地
区
中
小
建
設
業
組
合
長

を
務
め
、
技
術
者
の
育
成
と
技
術

の
伝
承
に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
建

具
製
造
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

橋本文夫 さん

（雁木田）

〔
功
績
〕
昭
和
35
年
か
ら
家
業
で
あ

る
三
條
鉄
工
場
に
従
事
し
、
永
年

に
わ
た
り
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
、

三條安國 さん

（八島台）

〔
功
績
〕
昭
和
31
年
か
ら
建
築
業
に

従
事
し
、
昭
和
45
年
に
壁
寸
建
築
を

創
業
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
技
術
の

研
鑽
に
励
ま
れ
て
い
る
。
平
成
８
年

か
ら
平
成
10
年
ま
で
三
春
建
築
工
業

組
合
長
、
平
成
14
年
か
ら
18
年
ま
で

三
春
建
築
大
工
業
組
合
長
を
務
め
ら

れ
、
技
術
者
を
指
導
し
建
築
技
術
の

伝
承
に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
建
築
業

界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

壁寸健一 さん

（荒町）

成
21
年
か
ら
は
福
島
県
普
及
指
導
協

力
委
員
を
務
め
ら
れ
、
後
継
者
の
育

成
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
旅
館
・
飲

食
業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

大
髙
悦
子
さ
ん
（
東
京
都
練
馬
区
）

〔
功
績
〕
公
共
用
地
と
し
て
所
有

地
を
寄
附
さ
れ
、
町
政
の
進
展
に

寄
与
さ
れ
た
。

技
術
者
を
指
導
し
鉄
工
業
技
術
の

伝
承
に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
鉄
工

業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

顕
彰
表
彰

〔
功
績
〕
平
成
16
年
12
月
か
ら
平
成

25
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ
た

り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在
任
さ

れ
、
こ
の
間
、
平
成
22
年
12
月
か
ら

平
成
25
年
11
月
ま
で
の
期
間
は
民
生

児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
を
務
め
ら

れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政
の
進
展

に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

森義夫 さん

（下舞木）

特別功労表彰・功労表彰を受賞した皆さん

鈴木義孝町長による式辞



〔
功
績
〕
平
成
16
年
12
月
か
ら
平

成
25
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ

た
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在

任
さ
れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

芳賀民子 さん

（平沢）

〔
功
績
〕
平
成
16
年
12
月
か
ら
平

成
25
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ

た
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在

任
さ
れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

平澤三佐子 さん

（平沢）

〔
功
績
〕
平
成
16
年
12
月
か
ら
平

成
25
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ

た
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在

任
さ
れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

渡辺正德 さん

（御祭）

〔
功
績
〕
平
成
16
年
12
月
か
ら
平

成
25
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ

た
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在

任
さ
れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

松本哲朗 さん

（大町）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
か
ら
「
三
春
町

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」
と
し
て

継
続
的
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、

町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

市川幹雄 さん

（北海道帯広市）

市
川
文
雄
さ
ん
（
北
海
道
帯
広
市
）

〔
功
績
〕
平
成
24
年
か
ら
「
三
春
町

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」
と
し
て

継
続
的
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、

町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

感
謝
状
贈
呈

公
益
財
団
法
人
震
災
復
興
支

援
放
射
能
対
策
研
究
所
理
事

長
佐
川
文
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
石
川
郡
平
田
村
）

〔
功
績
〕
平
成
23
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
お
よ
び
そ
の
後
の
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
発
生
以
降
、
医
療
法
人
誠
励

会
と
し
て
当
該
災
害
の
被
災
者
支

援
に
取
り
組
み
、
町
民
の
安
全
・

安
心
と
健
康
管
理
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
、
町
政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ

た
。

顕彰表彰・感謝状を受賞・贈呈した皆さん

〔
功
績
〕
平
成
16
年
12
月
か
ら
平
成

25
年
11
月
ま
で
３
期
９
年
に
わ
た

り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
在
任
さ

れ
、
三
春
町
社
会
福
祉
行
政
の
進
展

に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

武像ヒサ子 さん

（丈六）

4

感謝状贈呈のようす



環
境
美
化
の
部

第
33
回
三
春
町

ま
ち
づ
く
り
表
彰

まちづくり表彰を受賞された皆さん

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111

自
治
活
動
の
部

個
人
活
動
の
部

〔
功
績
〕
平
成
４
年
に
新
町
事
務
所

か
ら
駐
車
場
に
面
し
た
道
路
側
に

花
壇
を
造
り
、
さ
つ
き
の
苗
を
植

え
、
肥
料
・
剪
定
・
除
草
等
22
年

間
に
わ
た
り
奉
仕
活
動
を
行
い
、

地
域
の
美
化
、
環
境
整
備
に
献
身

的
に
奉
仕
・
努
力
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

髙橋武志 さん

（三春地区）

〔
功
績
〕
10
年
ほ
ど
前
か
ら
国
道

２
８
８
号
線
か
ら
の
上
舞
木
戸
ノ

内
地
内
、
大
谷
ツ
地
内
、
岩
江
小

学
校
周
辺
の
土
手
の
草
刈
お
よ
び
、

熊田晴郎 さん

（岩江地区）

〔
功
績
〕
下
舞
木
三
区
が
「
岩
江
地

区
敬
老
会
」
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

披
露
す
る
踊
り
に
対
し
、
振
り
付

け
の
創
作
、
指
導
、
小
物
の
製
作

を
12
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
る
。

こ
の
活
動
が
下
舞
木
三
区
の
結
束

力
に
も
結
び
付
き
、
地
域
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

影山操 さん

（岩江地区）

〔
功
績
〕
10
年
以
上
に
わ
た
り
、
北

成
田
地
区
に
雪
が
降
る
た
び
生
活
道

路
（
約
６
０
０
ｍ
）
の
除
雪
を
行
い
、

地
域
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

空
き
缶
や
空
き
瓶
な
ど
ゴ
ミ
の
回

収
を
月
１
回
か
ら
２
回
行
い
、
環

境
美
化
の
み
な
ら
ず
、
交
通
事
故

や
犯
罪
の
未
然
防
止
に
大
い
に
寄

与
し
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

青
少
年
活
動
の
部

中
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成

会
（
中
郷
地
区
）

〔
功
績
〕
昭
和
58
年
10
月
の
設
立

以
来
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
と

技
術
の
向
上
及
び
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
各
種
行
事

へ
の
参
加
を
通
し
、
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
将

来
の
地
域
づ
く
り
の
礎
と
な
る
人

物
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

文
化
活
動
の
部

〔
功
績
〕
15
年
ほ
ど
前
か
ら
八
雲
神

社
や
大
神
宮
の
祭
礼
に
は
七
福
神
舞

を
奉
納
。
荒
町
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い

に
は
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
行
っ
て
お

り
、
荒
町
の
祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い

新
し
い
伝
統
文
化
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

恵まれる会
（三春地区）

〔
功
績
〕
平
成
20
年
以
来
、
御
木

沢
地
区
公
民
館
の
掲
示
板
へ
地
区

内
の
季
節
の
花
々
や
風
景
写
真
の

武内喜衛 さん

（御木沢地区）

三瓶行康 さん

（要田地区）

掲
示
を
行
っ
て
お
り
、
来
館
者
の

一
時
の
清
涼
剤
と
な
っ
て
い
る
。
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第
11
回
三
春
秋
ま
つ
り
が
、
11
月
１
・
２
日
の
両
日
、
三
春
町
運
動
公
園
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
町
内
に

避
難
し
て
い
る
葛
尾
村
・
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
１
日
に
は

２
０
１
４
三
春
ウ
オ
ー
ク
が
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、渡
辺
宏
二
実
行
委
員
長
や
鈴
木
義
孝
町
長
、

日
下
部
三
枝
議
長
、
森
本
竹
広
一
関
市
商
業
観
光
課
長
、
松
本
允
秀
葛
尾
村
長
、

三
瓶
直
人
富
岡
町
三
春
出
張
所
長
、
渡
部
世
一
福
島
民
報
社
代
表
取
締
役
会
長
に

よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
雨
模
様
の
中
、
三
春
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
、
紅
晴
美
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
民
体
育
館
で
は
、
三
春
小
学
校
合

唱
部
・
合
奏
部
や
田
村
高
校
吹
奏
楽
部
、
葛
尾
村
の
人
形
劇
が
行
わ
れ
、
観
客

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
前
日
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
爽
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
屋
外
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
町
内
の
団
体
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
舞
踊
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
町

民
体
育
館
で
は
ジ
ャ
ズ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ゴ
ス
ペ
ル
と
い
っ
た
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
午
後
に
行
わ
れ
た
「
湯
ど
う
ふ
食
べ
く

ら
べ
大
会
」
で
は
、
23
名
の
参
加
に
よ
り
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
郡
山

市
の
伊
東
宏
樹
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
後
半
に
は
松
村
和
子
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
演
し
、
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
愉
快
な
ト
ー
ク
に
会
場

が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
町
内
の
新
鮮
な
農
産
物
や
食
品
の
ほ
か
、
葛
尾
村
の
そ
ば
打

ち
体
験
、
富
岡
町
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
岩
手
県
一
関
市
の
特
産

品
、
友
好
関
係
に
あ
る
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
海
産
物
、
県
内
の
名
物
を
販
売
す

る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
町
内
企
業
・
団
体
に
よ
る
作
品
、
発
動
機
の
展
示
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
店
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
新
た
な
催
し
と
し
て
行
わ
れ
た
農
産
物
品
評
会
で
は
、
町
内
で

採
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
出
品
さ
れ
、
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
野
菜
に
来

場
者
が
目
を
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
動
物
と
の
触
れ
合
い
や
水
引
ス

ト
ラ
ッ
プ
・
木
工
細
工
を
作
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
会
場
内
に
隠
さ
れ
た
「
こ
ま

り
ん
」
を
探
す
ク
イ
ズ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
こ
そ
は
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
、

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
秋
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960

第
11
回
三
春
秋
ま
つ
り
が

　
　
　
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た

めずらしい発動機が並んだ展示のようす

三春小学校合奏部による演奏 大勢の人で賑わう会場 まつりを盛り上げた舞踊

自慢の一品が並んだ農産物品評会 こまりんも来場しました 子どもたちに人気の動物ふれあいコーナー

白熱した湯どうふ食べくらべ大会のようす オープニングセレモニーでのテープカット
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第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
、
11
月
16
日
に

59
市
町
村
53
チ
ー
ム
（
７
町
村
連
合
の
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
チ
ー
ム
を
含
む
）
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
は
、
上
石
敦
士
・
岡
本
尚
文
・
伊
藤
修
久
選
手
の
町
の
部
区
間
賞
の
走
り

は
あ
っ
た
も
の
の
、
序
盤
か
ら
猪
苗
代
町
の
独
走
を
許
し
、
昨
年
優
勝
の
会
津
美
里
町
と
の

２
位
争
い
も
最
終
区
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦
と
な
り
、
惜
し
く
も
町
の
部
３
位
、
総
合
13
位
と

い
う
成
績
で
し
た
。

　

全
体
的
に
早
い
レ
ー
ス
展
開
と
な
り
、
三
春
町
の
思
う
よ
う
な
レ
ー
ス
運
び
を
す
る
こ
と

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
は
ベ
テ
ラ
ン
・
中
堅
・
若
手
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
り
、

精
一
杯
の
走
り
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、
沿
道
で
多
く
の
町
民
が
応
援
に

か
け
つ
け
、
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

第
26
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

—
 

三
春
町
・
町
の
部
３
位
﹆
総
合
13
位 —

◆ 区間別出場選手および成績

★ 総合 13 位　町の部３位　５時間 18 分 53 秒

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

❶ 2 区 長谷川徹選手から 3 区 吉田飛翔選手へのタスキリレー　❷ 7 区 原田道選手　❸ 8 区 栁沼樹選手
写真紹介写真紹介 ❹ 9 区 武田愛佳選手　❺ 15 区 渡辺沙祐未選手　❻ レース終了後の三春町チーム

２ １５

６

記録

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

4.0
8.2
5.8
7.3
6.7
8.3
5.2
4.1
3.0
9.3
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

田村飛鳥
長谷川 徹
吉田飛翔
新田和樹
上石敦士
岡本尚文
原田　道
栁沼　樹
武田愛佳
浦山陽介

佐久間有沙
野村顕弘
玄葉啓太
伊藤修久

渡辺沙祐未
安部庄一

福島大4年
田村高3年
岩江中3年
ＮＴＴ東京
田村高2年
日立物流

三春中2年
三春中3年
三春中2年
日本大3年
田村高1年
三春町役場
自衛隊郡山
田村高3年
三春中2年
自衛隊霞目

14分22秒
26分02秒
19分48秒
24分22秒
22分08秒
25分33秒
18分31秒
14分39秒
11分32秒
29分37秒
14分33秒
23分12秒
15分48秒
18分29秒
12分31秒
27分46秒

区 距離
（㎞）

出場選手
氏　名 所属

23位
9位

26位
23位

8位
2位

30位
25位
16位
23位
10位
16位

9位
3位
4位

29位

11位
3位

11位
7位

区間賞
区間賞

14位
10位

7位
8位
2位
4位
3位

区間賞
2位

13位

区間順位
総合 町の部

３４



　

11
月
13
日
、
第
５
回
田
村
地
方
交
通
安
全

大
会
が
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
警
察
署
管
内
の
交
通
安
全
団
体
が
参

加
し
、
飲
酒
運
転
の
防
止
や
交
通
事
故
の
な

い
安
全
な
地
域
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
を

誓
い
あ
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
交
通
功
労
者
へ
の
表
彰
に
続
き
、

三
春
小
学
校
６
年
生
の
橋
本
彩
さ
ん
が
、「
地

域
で
守
る
交
通
安
全
」
と
題
し
て
交
通
安
全

意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
事

故
の
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う

大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
先
立
ち
、
三
春
小
学
校
鼓

笛
隊
を
先
頭
に
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
各
賞
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

交
通
功
労
者
表
彰
受
賞
者

第
５
回
田
村
地
方
交
通
安
全
大
会

東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰

▼ 

優
良
運
転
者　
湯
峯
喜
一

交
通
栄
誉
章
﹁
緑
十
字
銅
賞
﹂

▼ 

優
良
運
転
者　
新
田
佳
利

福
島
県
警
察
本
部
長
・
福
島
県
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰

▼ 

交
通
安
全
功
労
者　
大
内
春
幸

▼ 

優
良
運
転
者　
佐
藤
修
一
／
加
藤
佐
智

　

子
／
橋
本
文
四
／
本
田
幸
一
／
橋
本
清
二

田
村
警
察
署
長
・
田
村
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
会
長
・
安
全
運
転
管
理
田
村

事
業
主
会
長
連
名
表
彰

▼ 

優
良
安
全
運
転
管
理
者　
石
橋
ハ
マ
プ

　

ラ
ス
（
株
） 

福
島
貢

▼ 

優
良
事
業
所　
三
春
町
役
場
／
（
有
）
橋

　

本
農
機
商
会
／
（
有
）
高
柳
自
動
車
整
備

　

工
場
／
（
株
）
三
春
乳
運

田
村
地
区
交
通
安
全
協
会
長
・
田
村
警

察
署
長
連
名
表
彰

▼ 

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

優
秀
賞  

　

岩
江
小
学
校
４
年 

大
桃
ひ
な
た

▼ 

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

佳
作

　

岩
江
小
学
校
６
年 

宮
田
佳
奈
／
岩
江
小

学
校
５
年 

水
野
僚
也
／
岩
江
小
学
校
５
年 

紺
野
ひ
か
り
／
岩
江
小
学
校
４
年 

横
田
彩

／
御
木
沢
小
学
校
２
年 

湯
峯
夏
夕

田
村
地
方
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議
会

長
感
謝
状

▼ 

感
謝
状　
佐
久
間
英
一

▼ 

問　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ 

　
　
　

  

☎ 

62-

１
１
１
４

意見発表を行った橋本彩さん（三春小学校６年）

交通功労者表彰を受賞された湯峯喜一さん

▼ 

交
通
功
労
者　

先
﨑
豊
治
／
佐
藤
次
男
／

　

大
澤
英
昭
／
影
山
修
弘

田
村
地
方
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議
会

長
・
田
村
警
察
署
長
・
田
村
地
区
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

歴
史
民
俗
資
料
館

 

冬
の
ミ
ニ
展
示
の
お
知
ら
せ

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
12
月
13
日
か
ら

冬
の
ミ
ニ
展
示
「
ひ
つ
じ
（
未
）
と
新
春
を

飾
る
お
獅
子
た
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
干
支
は
未
（
ひ
つ
じ
）
で
す

が
、
郷
土
玩
具
と
し
て
は
非
常
に
数
が
少
な

い
動
物
で
す
。
こ
の
た
め
、
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
様
々
な
厄
を
払
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
併
せ
て
「
お
獅
子
」
に
関
す
る
郷
土

玩
具
も
展
示
し
ま
す
。
中
に
は
写
真
の
よ
う

に
、
お
祭
り
で
使
用
さ
れ
る
大
き
な
獅
子
頭

と
遜
色
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
山
形
県
庄
内

地
方
の
板
獅
子
の
よ
う
に
子
供
が
手
に
持
っ

て
遊
ぶ
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
簡
素
な
玩
具

も
あ
り
ま
す
。

　

入
館
料
は
通
常
ど
お
り
で
す
。
な
お
、
12

月
27
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
、
年
末
年
始
の

お
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
12
月
13
日（
土
）〜
１
月
25
日（
日
）

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　

 

☎ 

62-

５
２
６
３

お獅子に関する郷土玩具

▼ 

優
良
運
転
者　
渡
辺
正
久
／
伊
藤
健
一

　

／
渡
辺
徳
昭
／
國
馬
守
／
村
上
俊
朗

▼ 

交
通
安
全
優
良
校 　
御
木
沢
小
学
校

▼ 

交
通
安
全
優
良
団
体　
田
村
地
区
交
通

　

安
全
協
会
沢
石
分
会
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ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー

し
尿
汲
み
取
り

▼ ごみの収集・持込カレンダー ● 

ご
み
の
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
、

各
地
区
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
お
手
元
の
「
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

　

 

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合

▼ 

年
末　
12
月
30
日
（
火
）
ま
で

▼ 

年
始　
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
通
常

　
業
務
と
な
り
ま
す
。

▼ 

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

６
１
２
３

● 

年
末

○ 

ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー　

12
月
26
日
（
金
）
ま
で

○ 

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー　

12
月
27
日
（
土
）
ま
で

● 

年
始　

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

　

年
末
年
始
の
休
業
日
以
外
は
、
毎
日
受
付
、
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
62-

２
１
４
７

● 

年
末　

12
月
26
日
（
金
）
ま
で

● 

年
始　

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

　

年
末
に
な
り
ま
す
と
平
常
ど
お
り
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★ 

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

▼ 

留
守
家
庭
な
ど
の
し
尿
汲
取
り
、
浄
化
槽
保
守

点
検
管
理
お
よ
び
浄
化
槽
清
掃
手
数
料
な
ど
は

田
村
市
、
三
春
町
、
小
野
町
の
金
融
機
関
窓
口

で
お
支
払
い
た
だ
く
か
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

下
さ
い
。
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融
機
関

に
申
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に
は
、
し
尿
お
よ
び
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
異
物
の
混
入
に
ご

注
意
願
い
ま
す
。

▼ 

台
所
で
洗
浄
の
際
、
皿
な
ど
の
油
汚
れ
な
ど
は

い
っ
た
ん
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
浄
し
、

ま
た
、
米
の
と
ぎ
汁
な
ど
は
庭
木
な
ど
の
肥
料

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　

 　

 

☎
82-

１
２
７
２

ご
み
の
収
集
・
持
込

休み

13（土）
14（日）
15（月）
16（火）
17（水）
18（木）
19（金）
20（土）
21（日）
22（月）
23（火）
24（水）
25（木）
26（金）
27（土）

28（日）

29（月）
30（火）

31（水）
1（木）
2（金）
3（土）
4（日）
5（月）

収集（地区集積所） 持込（清掃センター）

休み

午前９時〜午後４時地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

地区別ごみ収集カレンダーのとおり

12
月

１
月

休み

午前９時〜午後４時

午前９時〜午後４時

休み

休み

月  日

地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

休み

休み

休み

地区別ごみ収集カレンダーのとおり
地区別ごみ収集カレンダーのとおり

（旧町B地区のみ収集）

休み

休み
午前９時〜午後４時

9

窓
口
業
務

▼ 

業
務
内
容　
通
常
の
日
曜
窓
口
業
務

※ 

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

　

本
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
、
印
鑑
登
録
・

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
申
請
受
付
事
務
の

　

み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
、
代
理
人
や

運
転
免
許
証
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
方
が
行
う
場
合
は
、

当
日
印
鑑
登
録
証
交
付
は
行
え
ま
せ
ん
。

※ 

税
証
明
・
納
税
関
係
、
町
営
住
宅
・
上
下

　

水
道
使
用
料
な
ど
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
通

　

常
ど
お
り
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

※ 

戸
籍
届
書
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
休

　

日
中
も
宿
直
室
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

　
　
　

 

税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
３
６

27（土）
28（日）
29（月）
30（火）
31（水）

1（木）
2（金）
3（土）
4（日）
5（月）

窓口業務

休み

12
月

１
月

休み
月  日

午前8時30分～12時

午前8時30分～12時
平常どおり午前8時30分

～午後5時15分

▼ 窓口業務カレンダー
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● 問い合わせ先　三春町選挙管理委員会事務局（総務課庶務グループ内）　☎ 62-2111

〜期日前投票・不在者投票ができます〜

　投票日当日に仕事や旅行、その他の用事があり、投票所に行けない方は、期日前投票
ができます。入場券をお持ちください。印鑑は必要ありません。
　また、入場券の裏面が期日前投票を行うための理由を記載する宣誓書になっています
ので、記載のうえ期日前投票所にお越しいただくと、待ち時間が少なく投票を行うこと
ができます。期日前投票は、三春町役場と期日限定で岩江センターで行うことができます。

● 三春町役場（３階会議室）
　○ 期間　12 月３日（水）～ 13 日（土）までの 11 日間
　○ 時間　午前８時 30 分～午後８時

【期日前投票所の場所及び期日】

● 岩江センター
　○ 期日　平成 26 年 12 月６日（土）、７日（日）、13 日（土）の３日間
　○ 時間　午前８時 30 分～午後５時
※ 岩江地区以外の方も岩江センターで期日前投票を行うことができます。

◆ 期日前投票

◆ 不在者投票 　投票期間中、病院や老人ホーム等に入院中または入所中の方、仕事や出張の予定のある
方は、投票日が公示された日の翌日から投票日前日までの間に不在者投票ができます。

　次の要件に該当する人で、身体に重度の障害がある人及
び介護保険法上の要介護５の人には、自宅などで郵便等に
よる不在者投票ができる制度があります。
● 身体障害者手帳をお持ちで次に該当する方
　・両下肢・体幹・移動機能障害／１級もしくは２級
　・心臓・じん臓・呼吸器・呼吸器・ぼうこう・直腸・
　  小腸／１級もしくは３級
　・免疫／１級〜３級
● 戦傷病者手帳をお持ちで次に該当する方
　・両下肢・体幹の障害／特別項症〜第２項症
　・心臓・じん臓・呼吸器・呼吸器・ぼうこう・直腸・
　  小腸／特別項症〜第３項症
● 介護保険の被保険者証をお持ちで次に該当する方
　・要介護状態区分が要介護５
　郵便投票を行う場合には、事前に「郵便投票証明書」が
必要となりますので、該当される要件の手帳（身体障害者
手帳・戦傷病者手帳・介護保険の被保険者証）などを持って、
選挙管理委員会で申請をしてください。代理の方でも交付
申請はできますが、本人（選挙人）の署名が必要となる場
合があります。なお、来庁できない場合は、申請書を郵送
しますので、当選挙管理委員会までお問い合わせください。

　入院、入所中の病院や老人ホームなどで、不
在者投票ができます。不在者投票用紙は、施設
長が選挙管理委員会に請求しますので、事前に
施設で事務を行っている職員に「不在者投票を
行いたい」と申し出てください。
※ 福島県の選挙管理委員会が指定した施設に
　限ります。

　仕事・出張・旅行等で、長期不在により三春
町を離れるため、期日前投票もできない方は、
滞在地の市区町村の選挙管理委員会で、不在者
投票ができます。
　この場合は、郵便によるやりとりなど日数の
かかる手続きがありますので、お早めに当選挙
管理委員会までお問い合わせください。

福島県選挙管理委員会キャラクター
福島希望

◎ 最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票は、12 月７日（日）からとなります。

② 病院、 老人ホーム等の施設での投票

③ 仕事 ・ 出張 ・ 旅行等で長期にわたっ
　て三春町にいない方の投票

① 自宅での不在者投票 （郵便投票）

～　みなさんの大切な一票です。棄権しないで投票しましょう　～



11

第 47 回衆議院議員総選挙が行われます

■ 選挙の種類
　衆議院議員総選挙は、小選挙区選挙と比例代表選挙の 2 つから
なります。また、最高裁判所裁判官国民審査も同時に行われます。
　◯ 小選挙区選挙　候補者の氏名を記載して投票します。
　◯ 比例代表選挙　政党名を記載して投票します。
　◯ 最高裁判所裁判官国民審査　裁判官ごとに辞めさせたい意志が
　　あれば×印を、なければ何も記載せずに投票します。

～　みなさんの大切な一票です。棄権しないで投票しましょう　～

公示日 12 月２日（火）

　この度の衆議院の解散に伴い衆議院議員総選挙が行われます。
　投票入場券を持参して、入場券に書かれている投票所で投票してください。
　入場券は、各個人宛てにハガキ型の入場券を郵送します。

● 投票時間　午前７時～午後７時まで

★ 投票日 12 月 14 日（日）

★ 投票できる方
　○ 平成６年 12 月 15 日までに生まれた方
　○ 平成 26 年９月１日までに三春町に転入届を提
　　出した方は、三春町で投票ができます。平成 26
　　年９月２日以降に転入届出をした方は、以前に
　　住んでいた市町村にお問い合わせください。
　○ 日本国民である方

●●● 当日の投票の仕方 ●●●

1　選挙管理委員会よ
り投票所入場券が郵
便で届くので、入場
券に記載された投票
所に入場券を持って
行きます。

　受付で入場券を渡
し、係員による確認が
済むと投票用紙が交付
されます。

　投票用紙が交付され
たら、記載台で投票用
紙に記入します。
① 小選挙区＝候補者名
② 比例代表＝政党名
③ 国民審査

　記載した投票用紙
を該当する選挙の投
票箱に投函します。

受付で入場券を渡
し、係員による確認が

2 投票用紙が交付され
たら、記載台で投票用

3 記載した投票用紙
を該当する選挙の投

4

※今回の選挙は、小選挙区選挙、比例代表選挙、最高裁判所裁判官国民審査の３つの投票があります。

三春町マスコットキャラクターこまりん



住民基本台帳の閲覧状況の公表
　　住民基本台帳を閲覧する時に、閲覧できる者と目的、手続き方法など厳格に規定されています。そのため不正
な閲覧や目的外利用・第三者提供を抑止することを目的に公表制度が設けられています。
　住民基本台帳法第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項に基づき、次のとおり閲覧状況を公表します。
１　公表対象期間　平成 25 年 11 月１日～平成 26 年 10 月 31 日
２　住民基本台帳の一部の写しの閲覧

（１）国または地方公共団体の機関の請求による閲覧（住民基本台帳法第 11 条第３項に基づく公表分）

（２）個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第 11 条の２第 12 項に基づく公表分）

自衛隊福島地方協力本部郡
山地域事務所

自衛官募集のための対象者情報の
収集（根拠法令：自衛隊法第29条
第1項、同第35条）

三春町全域の平成8年4月2日から平成9年
4月1日生まれの男女および平成11年4月2
日から平成12年4月1日生まれの男子

平成25年11月5日

国または地方公共団体の機
関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

福島県県中保健福祉事務所
平成26年国民健康・栄養調査に伴う
対象者情報の収集（根拠法令：健康増
進法（平成14年法律第103号）10条）

大字御祭字荒屋敷、幅遠内、深田和の住民
31世帯126名平成26年7月17日

総務省統計局統計調査部委託
による「家計消費状況調査」

字新町、字化粧坂、字四軒丁、字弓町、大字芹ケ
沢、大字込木の50件及び桜ケ丘四丁目の50件

平成26年8月13日

申出者の氏名（法人の場合はその名称およ
び代表者または管理人の指名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

社団法人
新情報センター事務局長
平谷伸次

三春町消防団
岩江分団長　細川正和

社団法人
新情報センター事務局長
平谷伸次

東京大学大学院医学系研究科
委託による「日本人のしあわせ
と健康についての調査」

岩江地区内(大字上舞木)の消
防団新入団員候補者把握

独立行政法人労働政策研究・研
修機構委託による「第２回日本人
の就業実態に関する総合調査」

平成26年10月28日

大字下舞木字蛇田、岩本の20歳以上75歳
未満の男女　33名平成25年12月6日

大字上舞木地区の18歳以上30歳までの男性

平成25年12月18日
八島台５丁目から８丁目の昭和24年1月1
日から平成5年12月31日までに生まれた
20歳以上65歳までの男女　29名

株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役　鈴木稲博

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126

　ファミリーサポートセンターの情報をお知らせします。
▶ みはるファミリーセンターの利用方法
① 子育て援助活動を受けたい方は、ファミリーサポート
　センターまでお電話下さい。
② コーディネーターと相談して入会手続きをしてください。
③ 援助の内容を決め、「まかせて会員」とのマッチング
　をします。
④ 援助活動を開始
⑤ 援助活動料金と諸経費（交通費、おやつ代など）は月
　毎に「まかせて会員」にお支払いください。

みはるファミリーサポートセンター情報

問い合わせ先　
みはるファミリーセンター事務所
 ☎  ：62-5437
FAX：62-8282
携帯：080-5563-3410

活動日 通常サポート

午前７時
～午後７時月曜日

～金曜日

土・日・祝日

活動時間
30分
150円

午前７時前
午後７時以降

30分
175円

午前9時
～午後5時

30分
225円

午前9時前
午後5時以降

30分
250円

緊急サポート
活動時間料金 料金

時間に関
係なく

30分
175円 平日と同じ 平日と同じ

※ 町からの半額助成があります。上表は助成後の金
　額です。
※ 兄弟を預ける場合は２人目から半額となります。
※ 送迎の為のガソリン代やキャンセル料はお願い会
　員の負担となります。

▶ 費用　入会金 1,000 円
　　　　 年会費月割 100 円※ 活動の保険料に充当

センター
（アドバイザー）

お願い会員
（子どもを預けたい方）

まかせて会員
（子どもを預かりたい方）

① サポート申込み
② 入会手続き

③ サポート依頼

④ 援助活動開始

⑤ 報酬・諸経費
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三
春
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
に
あ
る
ラ
イ
ス
レ

イ
ク
高
校
へ
の
交
換
留
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
海
外
で
の
生
活
体
験
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校
へ
の

　
　
　
　
　

留
学
生
を
募
集
し
ま
す

▼ 

留
学
期
間　

　

 

平
成
27
年
８
月
〜
平
成
28
年
６
月（
10
か
月
）

▼ 

事
業
内
容

① 

留
学
先　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ

　

ン
シ
ン
州
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校

② 

滞
在
先　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
内
で
の
ホ
ー

　

ム
ス
テ
イ

▼ 

費
用
負
担

① 

渡
航
費
用　

25
万
円
程
度
（
往
復
航
空

　

運
賃
な
ど
交
通
費
）

② 

ビ
ザ
な
ど
の
諸
費
用　
70
万
円
程
度
（
留

　

学
計
画
、
在
留
資
格
、
ビ
ザ
、
保
険
な
ど
）

※ 

金
額
は
、
外
国
為
替
相
場
の
状
況
に
よ

　

り
変
動
が
あ
り
ま
す
。

③ 

そ
の
他　
日
常
生
活
に
か
か
る
費
用
は
受

　

け
入
れ
先
の
好
意
に
よ
り
無
償
で
す
が
、

　

渡
航
先
で
の
旅
行
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の

　

経
費
は
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

募
集
定
員　
２
名
程
度

▼ 
応
募
資
格

① 
三
春
町
在
住
の
高
校
生
お
よ
び
田
村
高
校
生

② 
留
学
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
方

③ 

心
身
と
も
に
健
康
で
積
極
性
と
適
応
性
が
あ
る
方

④ 

国
際
理
解
お
よ
び
英
語
に
強
い
興
味
関 

　

心
を
持
つ
方

⑤ 

日
本
文
化
を
紹
介
で
き
る
方

⑥ 

学
業
成
績
が
中
程
度
以
上
の
方

⑦ 

保
護
者
の
同
意
と
協
力
を
得
ら
れ
る
方

⑧ 

学
校
長
と
担
任
教
諭
の
推
薦
を
得
ら
れ
る
方

⑨ 

留
学
先
の
校
則
お
よ
び
教
師
に
従
う
意

　

思
の
あ
る
方

⑩ 

主
催
者
へ
の
誓
約
事
項
を
厳
守
で
き
る
方

▼ 

提
出
書
類

① 

申
込
書

② 

作
文
（
留
学
目
的
に
つ
い
て
、
市
販
の

　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
上
）

③ 

担
任
所
見
（
厳
封
）

▼ 

申
込
期
限　

　

平
成
27
年
１
月
15
日
（
木
）

▼ 

選
考
方
法

　

書
類
審
査
後
、
面
接
お
よ
び
筆
記
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

▼ 

そ
の
他

　

当
事
業
は
受
入
れ
側
（
国
・
高
校
・
協
会

な
ど
）
の
事
情
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
中
郷
地
区
の
紹
介

※ 12 月 29 日（月）～ 31 日（水）は年末のため休みです。

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所
中郷地区交流館

曜日地区 会場 12月開催日
1日・8日・15日・22日

2日・9日・16日

3日・10日・17日・24日

4日・11日・18日・25日

5日・12日・19日・26日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

今
回
の
に
こ
に
こ
元
気
塾
は
中
郷
地
区

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

中
郷
地
区
は
、
中
郷
地
区
交
流
館
の
２

階
で
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。
21
名
の
方
が
登
録
し
て
お
り
、

全
員
女
性
で
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
65
歳
以
上
の
お
元

気
な
方
が
対
象
で
す
。
見
学
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込
み
は
お

電
話
で
も
受
付
可
能
で
す
。
男
性
も
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

山
崎
満
子
さ
ん
（
貝
山
）

　
毎
週
参
加
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
運
動
を
続
け
る
う
ち
に
体

全
体
が
軽
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

鈴
木
岩
子
さ
ん
（
柴
原
）

　
参
加
し
て
二
年
目
で
す
。
運
動

や
ゲ
ー
ム
は
楽
し
く
﹆
皆
さ
ん
と

一
緒
に
笑
顔
で
励
ん
で
い
ま
す
。

八
木
橋
陽
子
さ
ん
（
楽
内
）

　

手
足
の
運
動
や
笑
い
な
が
ら
の
お
話
﹆

バ
ス
で
の
外
出
な
ど
色
々
楽
し
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

武
田
ミ
サ
子
さ
ん
（
込
木
）

　
右
足
が
痛
か
っ
た
の
で
す
が
﹆
先
生

に
習
っ
た
運
動
を
続
け
る
う
ち
に
筋
肉

が
つ
い
て
き
て
痛
み
が
消
え
ま
し
た
。

片曽根山に行きました

運動会でのパン食い競走
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三
春
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主
催
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
中
学
校
か
ら
４
２
５
点
の
標
語
が
寄
せ
ら
れ
、
11
月
４
日
の
最

終
審
査
会
に
お
い
て
、
12
名
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
が
入
選
作
品
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
作
品
と
入
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
26
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
が
決
ま
り
ま
し
た

︻
入
選
作
品
︼（
入
選
者
名
・
学
校
名
）
※ 

敬
称
略

▽ 

あ
い
さ
つ
は　
明
る
く
元
気
に　
自
分
か
ら

 

上
石
妃
夏
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

メ
ー
ル
は
ね　
顔
が
見
え
な
い　
気
を
つ
け
て　

 

大
内
あ
い
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 

あ
い
さ
つ
は　
み
ん
な
が
で
き
る　
思
い
や
り

 

田
村　

涼
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 

育
て
よ
う　
や
さ
し
い
心
と　
自
律
心

 

渡
辺
椋
介
（
三
春
中
学
校
３
年
）

▽ 

大
丈
夫　
軽
い
気
持
ち
が　
命
取
り

 

田
中　

大
（
三
春
中
学
校
３
年
）

▽ 

こ
ん
に
ち
は　
あ
い
さ
つ
一
つ
で　
ほ
ら
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
戸
花
恋
（
三
春
中
学
校
３
年
）

▽ 

思
い
や
り　
見
え
な
い
心
の　
鏡
だ
ね

 

吉
田
菜
月
（
三
春
中
学
校
３
年
）

▽ 
伝
え
よ
う　
し
っ
か
り
目
を
見
て　
﹁
あ
り
が
と
う
﹂

 

佐
藤
れ
い
ら
（
三
春
中
学
校
３
年
）

▽ 

あ
り
が
と
う　
そ
こ
か
ら
始
ま
る　
助
け
合
い

 

管
野
夢
華
（
岩
江
中
学
校
１
年
）

▽ 

あ
い
さ
つ
は　
気
持
ち
と
声
と　
笑
顔
か
ら

 

熊
田
賢
人
（
岩
江
中
学
校
１
年
）

▽ 

犯
罪
は　
家
族
の
未
来
も　
暗
く
す
る

 

厚
美
華
奈
（
岩
江
中
学
校
３
年
）

▽ 

誘
惑
に　
負
け
た
ら
始
ま
る　
悪
夢
の
日
々

 
黒
田
華
帆
（
岩
江
中
学
校
３
年
）

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」 

☎
62-

３
８
３
７

　

入
選
作
品
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
１
年
間
に
わ
た
り
毎
月
１
作
品
ず

つ
「
広
報
み
は
る
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　

師
走
に
入
り
、
降
雪
が
心
配
さ
れ
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
除
雪
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
備
え
、
除
雪
の
基
準
と
除
雪
時
の
お

願
い
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

除
雪
を
行
う
基
準

▽ 

町
道
の
積
雪
が
お
お
む
ね
15
㌢
以

　

上
に
達
し
、
さ
ら
に
降
雪
が
予
想

　

さ
れ
る
場
合
に
行
い
ま
す
。

▽ 

除
雪
は
積
雪
が
10
㌢
以
下
に
な

　

る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

▽ 

主
要
幹
線
、
通
勤
・
通
学
路
な

　

ど
緊
急
度
の
高
い
路
線
か
ら
除

　

雪
を
行
い
ま
す
。

▼ 

除
雪
時
の
お
願
い

▽ 

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
障

　

害
や
事
故
発
生
の
原
因
と
な
り

　

ま
す
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

自
宅
の
近
く
は
、
で
き
る
だ
け
自

　

力
で
雪
か
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
は
、
一
斉
に
は
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
遅
く
な
る
地
区
が
出

　

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
作
業
に
よ
り
、
住
宅
の
出

　

入
口
な
ど
に
た
ま
る
雪
は
、
皆
さ

　

ん
で
雪
か
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

除
雪
後
に
は
、
道
路
に
雪
を
出

　

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
や
融
雪
剤
の
要
望
は
、
各

　

地
区
の
除
雪
協
力
会
長
（
区
長
）

　

を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62-

２
１
１
５

除
雪
に
ご
協
力
を

平
成
27
年
度

　

軽
自
動
車
税
の
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
が

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

▼ 

二
輪
車
な
ど　
平
成
27
年
度
か

　

ら
税
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

区分 現行 平成27年度～
50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
ミニカー

原動機付
自転車

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円

125cc超250cc以下
250cc超

軽二輪
小型二輪

2,400円
4,000円

3,600円
6,600円

農耕作業用のもの
その他のもの

1,600円
4,700円

2,400円
5,900円小型特殊

▼ 

軽
四
輪
車
な
ど

① 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
最

初
の
新
規
検
査
を
受
け
る
も
の

（
新
車
登
録
）
か
ら
、
改
正
後
の

税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
規
検

査
を
受
け
る
車
両
は
、
現
行
の

税
額
で
す
。）

② 

最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を

経
過
し
た
軽
四
輪
車
等
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
改
正

後
の
税
額
が
適
用
（
重
課
）
さ

れ
ま
す
。（
平
成
28
年
度
か
ら　

重
課
適
用
さ
れ
る
車
両
は
、
平

成
15
年
４
月
１
日
以
前
に
新
規

検
査
し
た
も
の
で
す
。
次
年
度

以
降
、
順
次
13
年
を
経
過
し
た
車

両
が
重
課
適
用
と
な
り
ま
す
。）

区分 現行 ①平成27年度～
（新車登録）

四輪

5,500円
7,200円

営業用
自家用

乗用

貨物用

  6,900円
10,800円

②平成28年度～
（13年経過車両）

  8,200円
12,900円

営業用
自家用

三輪

3,000円
4,000円

3,800円
5,000円

4,500円
6,000円

3,100円 3,900円 4,600円

※ 

軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
、

　

当
該
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で

　

登
録
し
て
い
る
車
両
で
す
。

▼ 

問　
税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ 

　
　
　

  

☎ 

62-

８
１
２
７

▶ 二輪車などの税額

▶ 軽四輪車などの税額
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　町では、「三春町除染実施計画」等に基づき、住宅地除染や仮置き場での廃棄物の管理などを進めており、今回
はその状況をお知らせします。
▶ 住宅地除染の状況
▷ 下図のとおりとなっており、沢石、要田、御木沢、中妻地区の住宅地除染が完了しています。
▷ その他の地区でも、適宜、事前調査や住宅地除染を進めています。
▶ 仮置き場の状況
▷ 岩江地区以外の仮置き場は除染廃棄物の受入れを行っており、環境省の除染関係ガイドライン等に基づいた安
　全対策により、除染廃棄物を保管しています。
▷ また、敷地境界の放射線量測定や地下水等の濃度測定も定期的に行っており、適切に管理を行っています。

住宅地除染及び仮置き場の状況

問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122

冬
の
街
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
１
４
開
催

　

三
春
の
街
な
か
の
照
明
灯
は
、
日
本
を
代
表

す
る
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
石
井
幹も
と

子こ

さ
ん
に
よ
り

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
す
。三
春
駒
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
照
明
灯
が
、
夜
の
城
下
町
を
照
ら
し

出
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
灯
り
に
よ
る
賑
わ
い
を
創
出
し
て

い
る
商
店
や
私
邸
の
皆
さ
ん
に
、
協
力
を
い
た

だ
き
「
街
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。
マ
ッ
プ
片
手
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
輝
く
冬
の
街
な
み
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
継
続
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
の
実
施
期

間
は
、
12
月
９
日
～
１
月
18
日
で
す
。

　

な
お
、
今
年
も
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
無

料
貸
し
出
し
し
ま
す
。
町
民
の
方
で
希
望
す
る

場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
着
順
で
、

無
く
な
り
し
だ
い
締
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼ 

問　
三
春
町
震
災
復
興
祈
念
事
業
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

　

☎
62-

８
１
２
５

昨年のイルミネーションのようす
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成26年
11月11日

平成26年
10月14日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.11
0.11
0.09
0.13
0.10
0.11
0.09
0.10
0.14
0.12
0.12
0.12
0.13
0.11
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.07）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.07）
（0.06）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.07）

0.11
0.11
0.09
0.12
0.11
0.13
0.09
0.09
0.14
0.12
0.13
0.12
0.15
0.10
0.13

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.08）
（0.06）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.08）

◆ 中妻地区仮置き場の空間線量測定結果

1cm高
0.11
0.13
0.10
0.11
0.19
0.34
0.12
0.13
0.13
0.16

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 平成26年11月7日

0.11
0.14
0.11
0.13
0.25
0.24
0.11
0.13
0.11
0.25

0.14
0.21
-
0.10
0.18
-
0.10
0.12
0.12
-

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場の空間線量測定結果

測定点①
0.13
0.13
0.11
0.15
0.12

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.14
0.13
0.14
0.13
0.15

0.14
0.14
0.13
0.15
0.12

0.11
0.13
0.12
0.11
0.14

0.11
0.14
0.12
0.12
0.14

0.13
0.16
0.12
0.13
0.13

0.11
0.09
0.09
0.09
0.10

平成26年10月1日
平成26年10月8日
平成26年10月15日
平成26年10月22日
平成26年10月29日

測定日

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果欄のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等の空間線量測定結果欄の施設№３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、中妻地区、中郷地区および三春地区の仮置き場の空間線量の測
定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き場の井戸や調整池など、
いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

 環境放射線量測定値をお知らせします

平成23年
５月23日

平成26年
11月13日

平成26年
10月16日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.30
0.16
0.23
0.15
0.14
0.13
0.18 
0.17
0.18 
0.15 
0.17
0.22 
0.13
0.13 
0.33 
0.32
0.29 

0.29
0.16
0.23
0.16
0.13
0.13
0.18 
0.17
0.18 
0.15 
0.18
0.22 
0.14
0.13 
0.33 
0.33
0.28 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

測定点①
0.11
0.11
0.11
0.11
0.10

測定点② 測定点③ 測定点④
0.13
0.14
0.13
0.14
0.14

0.11
0.11
0.11
0.11
0.12

0.14
0.15
0.14
0.16
0.19

平成26年10月1日
平成26年10月7日
平成26年10月14日
平成26年10月22日
平成26年10月29日

測定日
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● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ 　
　☎ 62-6310
○ 学校以外の施設／仮置き場
　除染対策課
　☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ 
　☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場の空間線量測定結果

測定点①
0.22
0.24
0.22
0.22
0.24

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.20
0.19
0.17
0.19
0.20

0.22
0.22
0.20
0.21
0.21

0.15
0.14
0.13
0.16
0.14

0.12
0.11
0.12
0.13
0.11

0.11
0.11
0.10
0.12
0.12

0.13
0.14
0.13
0.14
0.13

平成26年10月1日
平成26年10月8日
平成26年10月15日
平成26年10月22日
平成26年10月29日

測定日

「児童扶養手当法」の一部が改正されます
　これまで、公的年金を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成 26 年 12 月以降は、年金額が手
当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
▶ 今回の改正により新たに手当を受け取れる場合
▷ お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
▷ 父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
▷ 母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合　など
★ 参考：児童扶養手当の月額（平成 26 年４月～）
・子ども１人の場合　全部支給：41,020 円、一部支給：41,010 円～ 9,680 円（所得に応じて決定されます）
・子ども２人以上の加算額　２人目：5,000 円、３人目以降：3,000 円
▶ 支給開始日
▷ 手当は申請の翌月分からの支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児童扶
　養手当を受給できなかった方のうち、平成 26 年 12 月１日に支給要件を満たしている方が、平成 27 年３月ま
　でに申請した場合は、平成 26 年 12 月分の手当から受給できます。
▷ 平成 26 年 12 月～平成 27 年３月分の手当は、平成 27 年４月に支払われます。

申請・問い合わせ先　保健センター　☎ 62-3166

◆ 中郷地区仮置き場の空間線量測定結果

測定点①
0.10
0.10
0.13
0.12

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.12
0.13
0.11
0.13

0.10
0.10
0.11
0.11

0.12
0.12
0.12
0.13

0.09
0.09
0.09
0.08

0.10
0.11
0.10
0.11

0.11
0.10
0.11
0.11

平成26年10月4日
平成26年10月11日
平成26年10月18日
平成26年10月25日

測定日

平成 27 年 1 月より高額療養費の自己負担限度額が変わります
　70 歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額が平成 27 年１月診療分より、３区分から５区分に見直されます。なお、
70 歳以上 75 歳未満の人の自己負担額に変更はありません。

限度額
3回目まで 4回目以降区分 所得要件

A
15万円

医療費が50万円を超えた場合
15万円＋（医療費－50万円）×１％

旧ただし書所得 
600万円超

B

住民税非課税世帯C

83,400円

8万100円
医療費が26万7千円を超えた場合
8万100円＋(医療費－26万7千円)×１％

旧ただし書所得 
600万円以下

35,400円

44,400円

24,600円

限度額
3回目まで 4回目以降区分 所得要件

ア 252,600円＋
(医療費－84万2千円)×１％

旧ただし書所得 
901万円超

イ

旧ただし書所得210万円以下
ウ

140,100円

44,400円

44,400円

旧ただし書所得 
600万円～901万円以下

167,400円＋
(医療費－55万8千円)×１％ 93,000円

旧ただし書所得 
210万円～600万円以下

80,100円＋
(医療費－26万7千円)×１％

57,600円
住民税非課税世帯 24,600円35,400円

エ
オ

◆ 平成 26 年 12 月診療分まで（３区分） ◆ 平成 27 年 1 月診療分から（５区分）

※ 旧ただし書所得＝総所得金額から基礎控除額（33 万円）を差し引いた額

問い合わせ先　保健センター　☎ 62-3166
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▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

◆ 

芸
術
鑑
賞
会
「
学
校
寄
席
」
開
催

◆ 

ゲ
ル
ト
先
生
の
ご
両
親
来
校

　

本
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
ゲ
ル
ト
・
プ
リ
ン
ス
先
生
の

ご
両
親
が
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
来
日
し
、

10
月
７
日
に
田
高
を
訪
れ
ま
し
た
。
ご
両
親

は
ゲ
ル
ト
先
生
同
様
背
が
高
く
、
平
均
的
な

本
校
生
徒
や
教
職
員
よ
り
も
一
回
り
か
ら
二

回
り
大
き
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
お
二
人
と

も
と
て
も
温
か
く
優
し
い
方
で
、
ゲ
ル
ト
先

生
が
な
ぜ
誠
実
な
の
か
そ
の
理
由
が
わ
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ご
両
親
は
校
長
室
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、

英
語
部
の
生
徒
た
ち
と
も
交
流
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
安
心
し
て
ア
フ
リ
カ
に
帰
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
６
日
、
毎
年
恒
例
の
芸
術
鑑
賞
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
学
校
寄
席
」
が
行
わ
れ
、
一
龍

斎
貞
橘
さ
ん
の
講
談
、
桂
文
治
さ
ん
の
落
語
、

そ
し
て
人
間
国
宝
の
一
龍
斎
貞
水
さ
ん
の
立

体
怪
談
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

笑
い
あ
り
、
ホ
ラ
ー
あ
り
の
寄
席
で
生
徒

た
ち
も
大
変
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
立

体
怪
談
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
、
大
き
な

拍
手
の
う
ち
に
鑑
賞
会
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
物
の
芸
能
に
触
れ
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

吹
奏
楽
部
、
合
唱
部
の
定

　
期
演
奏
会
開
催

　
「
芸
術
の
秋
」で
す
。田
高
に
お
い
て
も
様
々

な
文
化
的
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
が
10
月
19
日
午
後

２
時
か
ら
田
村
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
合
唱
部

の
定
期
演
奏
会
が
11
月
８
日
午
後
２
時
か
ら
三

春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
、
自

由
曲
な
ど
を
迫
力
あ
る
演
奏
で
聴
か
せ
た
後
、

踊
り
な
ど
を
交
え
な
が
ら
ポ
ッ
プ
ス
の
曲
を

楽
し
く
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
演
奏
終
了

後
は
大
き
な
歓
声
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
合

唱
部
も
、
同
じ
く
コ
ン
ク
ー
ル
の
曲
を
は
じ

め
と
し
て
、
劇
、
踊
り
を
交
え
て
な
が
ら
た

く
さ
ん
の
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
部
顧
問
に
よ

る
独
唱
な
ど
も
あ
り
、
観
客
の
皆
さ
ん
も
楽

し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　

大
盛
況
の
う
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◆ 

充
実
の
小
文
化
祭
開
催

　

11
月
５
日
に
小
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
文
化
祭
は
、
公
開
文
化
祭
の
な
い
年

に
開
か
れ
る
校
内
文
化
祭
で
、
昨
年
に
引
き

続
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ま
ず

書
道
愛
好
会
に
よ
る
小
文
化
祭
看
板
の
揮
毫
、

吹
奏
楽
部
と
合
唱
部
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
合
唱
部
は
全
校
生
を
囲
ん
で
ダ
ン

ス
も
披
露
、
部
員
数
の
多
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
会
場
に
分
か
れ
て
演

劇
部
、
華
道
部
、
写
真
部
、
茶
道
部
、
美
術

部
、
理
科
部
、
ギ
タ
ー
愛
好
会
、
書
道
愛
好
会
、

有
志
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
、
授
業
「
生
物
、
総

合
芸
術
」
な
ど
の
発
表
、展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
最
後
に
、
全
校
イ
ベ
ン
ト
「
ク
ラ
ス

対
抗
３
択
ク
イ
ズ
」
が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
発
表
・
展
示
の
写
真
を
い
く
つ

か
ご
紹
介
し
ま
す
。

吹奏楽部の演奏

演劇部の発表

全校イベント 合唱部の発表

一龍斎貞水さんの講談来校されたゲルト先生のご両親
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　11 月 12 日に三春交流館「まほらホール」において、「三春町小 ･ 中学校音楽祭」が開催されました。町内全８
校から児童・生徒が集まり、日頃の音楽学習の成果を発表しました。
　今年度からは、毎年開催となり、全員による「栄えよ三春」（町民歌）の大合唱から始まりました。その後、各小・
中学校による合唱の発表や合奏の演奏が披露されました。そして、「翼をください」の全員合唱で終わりました。

● 三春町小・中学校音楽祭が開催されました

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

○ 

豊
か
な
心
と
郷
土
愛
を
育
む
地
域
学
習

　

中
郷
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
創
造
力
を
培
い
郷
土
を
愛

す
る
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に
数
多
く
の
地
域
学
習
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

★ 

滝
桜
を
守
る
会

　

本
校
の
学
区
に
は
日
本
三
大
桜
で
国
の
天
然
記
念
物
の
「
滝
桜
」

が
あ
り
ま
す
。中
郷
小
学
校
で
は
昭
和
五
十
七
年
に
発
足
し
て
以
来
、

受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
「
滝
桜
を
守
る
会
」
が
あ
り
、
滝
桜
と
関

わ
っ
た
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
四
月
に
は
、 

滝
桜
周
辺

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
さ
な
ゴ
ミ
も
見
逃
さ
ず
、

観
桜
に
訪
れ
た
人
に
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
滝
桜
を
観
賞
し
て
も
ら

お
う
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
六
月
に
は
、
全
校
生
で
滝
桜
の
種
を
拾

い
ま
し
た
。
こ
の
種
は
、
二
月
頃
に
蒔
い
て
育
て
る
予
定
で
す
。

★ 

三
年
生
の
中
郷
の
自
然
・
伝
統
文
化
の
学
習

　

三
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
中
郷
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
、

特
に
滝
桜
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
滝
桜
保
存
会
長
さ
ん
を
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
滝
桜
を
守
っ
て
き
た
滝
地
区
や
中
郷
地
区
の
方
の
努

力
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
樋
渡
地
区
に
伝
わ
る
三
匹
獅
子
に
つ

い
て
調
べ
、
学
習
発
表
会
の
劇
の
中
で
、
実
際
に
踊
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

★ 

五
年
生
の
環
境
学
習

　

五
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
中
郷
の
水
環
境
に
つ
い

て
調
べ
て
き
ま
し
た
。
特
に
学
校
の
近
く
を
流
れ
る
蛇
沢
川
の
水
中

生
物
を
採
集
・
観
察
し
て
川
の
汚
れ
具
合
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
の
成

果
を
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
し
ま
し
た
。

中
郷
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

全員での合唱 三春小学校 岩江小学校

御木沢小学校 中妻小学校 中郷小学校

岩江中学校三春中学校沢石小学校

三匹獅子の話を聞く３年生

水環境について調べる５年生
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町立三春病院News町立三春病院News

　高齢者が健康で生き生きとした生活を送れるよう、介護予防運動教室を開催します。講師は健康運動指導士
の松井義樹先生。先生は三春町「ニコニコ元気塾」で、要田・八島台地区等で活躍されています。
　内容は、背すじを伸ばしたり、わき腹などを伸ばしたりする軽い運動です。一緒に参加してみませんか？
▶ 日時　毎週水曜日　午後２時～３時
▶ 場所　三春町敬老園（町立三春病院北側）
▶ 対象　三春町にお住まいの 65 歳以上の方
▶ 受講料　無料
▶ 申込先　三春町敬老園（片桐・塚原）☎ 62-3618

10 月９日～ 11 月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

︻
福
祉
︼

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
付
金

　
福
島
県
民
共
済
生
活
協
同

組
合

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

／
ひ
ま
わ
り
の
会
／
田
村
高

校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
あ
さ
か
の
ま
ご

こ
ろ
会
／
松
蔚
流
舞
扇
会
／

平
沢
な
か
よ
し
会
／
貝
山
ス

ポ
ー
ツ
民
踊
会
／
沢
石
な
か

よ
し
会
／
氷
川
流
駒
侑
会
／

上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村
上

貞
子
（
八
島
台
）
／
齋
藤
キ

ミ
子
（
大
町
）
／
橋
本
ミ
ツ

子（
担
橋
）／
橋
本
ア
イ
子（
雁

木
田
）
／
橋
本
光
子
（
御
免
町
）

／
芦
邉
み
ち
こ
（
北
町
）
／

山
下
洋
子
（
小
浜
海
道
）
／

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）
／

国
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）
／
渡

辺
芳
雄
（
馬
場
）

︻
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
︼

　
橋
本
俊
一
（
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
）

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

国際障害者デー（12 月３日）
　1992 年の国連総会で毎年 12 月 3 日が『国際障害者デー』に宣言され、障害を持つ人々の社会参加が
促進されるようになりました。
日本では、12 月 3 日から 12 月 9 日までを「障害者週間」として法律にも規定し、広く障害者の福祉に
ついての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的
に参加する意欲を高めるための様々な取組みが行われています。

★ 第 11 回三春秋まつり参加
　11 月１日、三春町運動公園で開催された三春秋まつりに参加し
ました。三春病院では「まちの保健室」ブースを設け、血圧測定、
血管年齢測定、骨密度測定、栄養相談を行い、大勢の方にご利用
いただきました。ご自身の健康管理に関心を持っていただく良い
機会になったと思います。 まちの保健室のようす

★ 病院モニター会議開催
　10 月 31 日、３名の病院モニターの方にご出席頂き、三春病院に隣接す
る養護老人ホーム三春町敬老園見学及び病院給食試食を通して意見交換を
行いました。
　敬老園では健康運動指導士の指導する軽い運動や田村高校生のアイディ
アを取り入れた健康体操の実践や院内外の行事参加などで「元気で活き活
き」を目指してケアしていることなどの紹介がありました。
　病院給食の昼食の試食では、季節感を感じられる献立として「菊の花の
酢の物」をご試食いただきました。

モニター会議のようす

★ 介護予防運動教室開催のお知らせ ( 三春町敬老園 )

軽い運動のようす 松井義樹先生
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三
世
代
の
も
ち
つ
き
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
26
年
秋
の
叙
勲

萬
年
智
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！

　
　

親
子
が
楽
し
み
ま
し
た

　

11
月
８
日
は
中
央
児
童
館
で
、
９
日
は
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
15
日
は
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
ま
ず
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
昔
か
ら
伝
わ
る
メ
ン
コ
・
お
は
じ
き
・

あ
や
と
り
・
将
棋
な
ど
の
伝
統
の
遊
び
を
児
童
た
ち
が
教
わ
り
、
楽
し
く
遊
び
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
児
童
と
保
護
者
と
高
齢
者
が
一
緒
に
な
っ
て
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
ば

か
り
で
な
く
保
護
者
も
餅
つ
き
の
体
験
は
あ
ま
り
な
く
、
餅
の
つ
き
始
め
か
ら
こ
ね
取
り
な
ど
を
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
ほ
ど
き
さ
れ
な
が
ら
の
餅
つ
き
と
な
り
ま
し
た
。
会
食
前
に
は

児
童
が
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
け
ん
玉
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
児
童
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
ど
も
の
頃
の
様
子
を
聞
く
質
問
タ
イ
ム
な
ど
が
あ
り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
食
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生
懸
命
つ
い
た
つ
き
た
て
の
お
餅
を
、
雑
煮
の
ほ
か
、
き
な
粉
・
あ
ん
こ
・

納
豆
な
ど
を
ま
ぶ
し
た
お
餅
が
振
る
舞
わ
れ
、「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
。」
と
頬
張
り
、
何
度
も
お

か
わ
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
、町
民
図
書
館
に
お
い
て
「
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
場
所
は
図
書
館
内
や
交
流
館
で
、
古
本
リ
ユ
ー
ス
市
、
特
別
展
示
、
布
絵
本
講
習
会
、
特
別
お

は
な
し
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
職

員
に
よ
る
大
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
昔
話
の
語
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

特別おはなし会のようす

布絵本講習会のようす

　

11
月
６
日
に
知
事
公
館
に
て
旭
日
双
光
章
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

萬
年
さ
ん
は
昭
和
58
年
９
月
か
ら
平
成
23
年

９
月
ま
で
の
28
年
間
に
わ
た
り
、
三
春
町
議
会

議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
議
員

在
任
中
、
福
祉
・
生
活
環
境
・
教
育
文
化
な
ど

様
々
な
分
野
へ
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ

り
、
今
回
の
受
章
に
至
り
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受章された萬年智さん（左）

中央児童館での交流会

岩江児童クラブでの交流会

御木沢児童クラブでの交流会
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第
１
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８

献
血
有
功
章
の
伝
達
式
が

　
　
　
　
　

  

行
わ
れ
ま
し
た

新
体
操
で
あ
そ
ぼ
う
が

　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

雪
村
庵
・
三
春
街
な
か
め
ぐ
り

三
春
ウ
オ
ー
ク
開
催

　

先
月
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
第
１
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い

て
、
三
春
町
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
８
に
入
り
ま
し
た
。

　

３
回
戦
と
な
る
10
月
25
日
の
第
１
試
合
で
は
、
西
郷
村
を
相
手
に
白
熱
し
た
投
手
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
三
春
町
チ
ー
ム
は
、
４
回
に
敵
失
や
新
田
勝
彦
選
手
の
２
点
タ
イ
ム
リ
ー

で
３
点
を
先
制
す
る
と
、
先
発
の
金
澤
和
昭
投
手
が
力
投
し
完
封
勝
利
を
あ
げ
、
ベ
ス
ト

８
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
日
の
第
４
試
合
（
準
々
決
勝
）
で
は
、
今
大
会
４
試
合
で
27
得
点
、
失
点
０
の
い
わ

き
市
と
対
戦
し
、
初
回
に
橋
本
康
幸
選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
１
点
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
い

わ
き
市
の
投
打
が
か
み
あ
い
、
８
対
１
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

当
日
を
ふ
く
め
、
多
く
の
町
民
の
方
が
応
援
に
か
け

つ
け
、
選
手
に
熱
い
声
援
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
の
三
春
町
の
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

第
１
試
合　
三
春
町 

14-

５ 

大
玉
村

▼ 

第
２
試
合　
三
春
町 

５-

３ 

川
俣
町

▼ 

第
３
試
合　
三
春
町 

３-

０ 

西
郷
村

▼ 

第
４
試
合　
三
春
町 

１-

８ 

い
わ
き
市

　

11
月
６
日
に
役
場
２
階
町
長
室
に
て
献
血
有

功
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
銀
色
有
功
章
（
献
血
回
数
70
回
）
を

浪
岡
芳
夫
さ
ん
が
受
章
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
と
町

か
ら
受
章
者
の
方
に
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

銀色有功章を受章された浪岡芳夫さん

力投する金澤和昭投手

　

中
央
児
童
館
で
は
、
11
月
10
日
に
「
日
産
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
基
金
あ
そ
び
プ
ラ
ス
Ｏ
ｎ
ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
、「
新
体
操
で
あ
そ
ぼ
う
」

を
開
催
し
、
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち

や
、
町
内
小
学
生
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
総
合
体
操
ク
ラ
ブJew

el

の
先

生
方
に
新
体
操
の
手
具
を
使
っ
た
運
動
を
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ー
プ
、
ボ
ー
ル
、
ロ
ー
プ
、
リ
ボ
ン
の
手

具
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
中
で
も

リ
ボ
ン
に
興
味
を
持
ち
、
熱
心
に
回
し
方
を
教

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
思
い
っ
き
り
体
を
使
っ
た

動
き
で
、
普
段
体
験
で
き
な
い
遊
び
に
、
子
ど

も
た
ち
は
い
き
い
き
し
た
表
情
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

使
用
し
た
手
具
一
式
は
、
基
金
か
ら
贈
ら
れ

ま
し
た
。
冬
に
向
け
て
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

な
の
で
、
手
具
を
使
っ
た
遊
び
を
取
り
入
れ
、

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

新体操であそぼうに参加した皆さん（左）、リボンを回すようす（右）

　

11
月
１
日
、
町
と
福
島
民
報
社
の
主
催
に
よ
る

「
三
春
ウ
オ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
回
目
の
今
年
は
、
秋
雨
が
降
る
な
か
、
秋
の

風
情
を
感
じ
な
が
ら
、約
８
０
０
人
の
参
加
者
が
、

雪
村
庵
や
龍
穏
院
、
三
春
大
神
宮
な
ど
の
街
な
か

を
め
ぐ
る
約
10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

三
春
町
歩
け
歩
け
協
会
の
皆
さ
ん
に
先
導
い
た

だ
き
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
三
春
町
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん
に
お
寺
や

神
社
な
ど
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
後
は
同
時
開
催
の
「
三
春
秋
ま

つ
り
」
に
参
加
し
、ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

文化伝承館でスタンプを待つ参加者の皆さん
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第
24
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
出
場

岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
で
啓
発
賞
受
賞

半
世
紀
を
振
り
返
り

　
　

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

防
犯
功
労
で
全
国
表
彰

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
25
日
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
と
し
て
、
田
村
地

区
防
犯
協
会
連
合
会
理
事
の
石
井
公
義
さ
ん

が
、
公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会

長
か
ら
防
犯
栄
誉
銅
章
を
授
与
さ
れ
、
10
月
16

日
の
第
35
回
全
国
地
域
安
全
運
動
福
島
県
民
大

会
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
は
田
村
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
理

事
の
ほ
か
に
も
三
春
町
消
防
団
長
、
三
春
町
防

犯
協
会
副
会
長
も
兼
任
し
て
お
り
、
地
域
の
防

犯
、
防
災
、
消
防
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
地

域
貢
献
の
功
績
が
称
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

石
井
さ
ん
の
今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

表彰された石井公義さん

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
た
夫
婦
を
祝
う
「
し
あ

わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」
伝
達
式
が
10
月
28
日
、

ホ
テ
ル
八
文
字
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
37
組
の
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
、
と
も
に
歩

ん
で
き
た
半
世
紀
の
歳
月
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
代
表
で
、
栁
沼
清
喜
さ
ん
、
悦
子
さ

ん
ご
夫
妻
に
鈴
木
宏
謙
福
島
民
報
社
田
村
支
局
長

よ
り
表
彰
状
が
、
八
木
沼
民
雄
さ
ん
、
八
代
子
さ

ん
ご
夫
妻
に
中
川
一
雄
三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、

夫
婦
仲
良
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

謝辞を述べる今泉英男さん、キヨ子さんご夫妻

　

岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
提
供

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
さ
れ
、
11
月
１

日
Ｊ
Ａ
郡
山
会
館
に
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
」
よ
り
啓
発
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

岩
江
セ
ン
タ
ー
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
、
誰
で
も
セ
ン
タ
ー
訪
問
時
持
ち
込
め
る

よ
う
に
改
善
し
た
こ
と
で
、
10
月
末
現
在
、

10
万
９
千
個
（
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
２
７
人
分

相
当
）
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
ま
し
た
。
自
宅

で
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
岩

江
セ
ン
タ
ー
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受賞された岩江まちづくり協会の代表者

　

10
月
11
日
・
12
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
協
会
主
催
の
第
24
回
日
本
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
福
島
地
区
本
選
会

が
、
三
春
町
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
小
学
校
ピ
ア
ノ
部
門
に
は
、
町

内
か
ら
田
中
愛
波
さ
ん
（
三
春
小
５
年
）、
阿

部
愛
実
さ
ん
（
三
春
小
４
年
）、
小
野
寺
果
子

さ
ん
（
三
春
小
２
年
）
が
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
見
事
３

人
と
も
に
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
12
月
に
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受賞された皆さん
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平 成 27 年  三 春 町 成 人 式

主な施設の休館日

延長業務

▶ 図書館（☎ 62-3375）
　12 月 1・3・8・15・22・23・28 ～ 31 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　12 月 1・8・15・22・24・27 ～ 31 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　12 月 28 日～ 1 月 3 日
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　12 月・1・8・15・22・24・27 ～ 1 月 3 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　12 月 1・8・15・22・28 ～ 31 日
▶ 中央児童館（☎ 62-8666）
　12 月 8 日・29 日～ 1 月 3 日・日曜日・祝日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　12 月 5・12・24・29 日～ 1 月 2 日

　土・日曜日、祝日
▶ 役場
　12 月 27 ～ 1 月 3 日、土・日曜日、祝日
※ 窓口業務については 9 ページ

をご覧ください。

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　12 月 3・10・17・24 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　12 月 7・14・21・28 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　12 月 27 日（土）・28 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業

◆ 日時　平成 27 年１月 11 日（日）※ 成人の日の前日
　 　　　・受付　午後０時 30 分～　・式典　午後１時 30 分～
◆ 場所　三春交流館「まほらホール」
◆ 該当者　平成 6 年４月２日から平成 7 年４月１日までに生まれた方で、
　　　　　 町内在住者または出身者
※ 町内に住民登録（平成 26 年９月１日現

在）されている方には、10 月下旬に案
内状を送付しています。案内状が届いて
いない方や住民登録されていない方で、
三春町の成人式に出席を希望する方は、
ご連絡ください。

平成 26 年の成人式のようす

　「笑点」でおなじみの師匠による贅沢な落語です。
　合間には、大変珍しい太神楽曲芸も楽しむことが
出来ます。
◆ 日　時　平成 27 年１月 17 日（土）午後２時開演
◆ 入場料　全席指定：一般 3,500 円（当日は 500 円増）
　 前売券完売の場合、当日券はありません。
　 チケット好評発売中！！
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード
　（500 円）を使用できます。

初笑い「まほら」寄席　三遊亭小遊三＆林家たい平 二人会

　三春町文化伝承館は、12 月から平成 27 年２月までの間、次の期間の
みの開館となります。
▶ 開館日　土・日・祝祭日
※ ただし、12 月 27 日から平成 27 年１月３日までは、閉館します。

三春町文化伝承館ご利用の皆さんへ

まほらっこ人権教室開催～思いやりの心を～
　10 月 15 日から 23 日にかけて、各ま
ほらっこ教室において人権擁護委員によ
る人権教室が開催されました。各教室に
1 名の委員が訪れ、人権あゆみちゃん・
まもるくんの紙芝居を読み聞かせしたあ
と、いじめや思いやりの心についての話
があり、子どもたちは真剣に聴いていま
した。 中郷教室のようす

まほらっこ教室ボランティア募集
　ボランティアとして活動いただける方を募集しています。
　申込は三春交流館「まほら」へご連絡ください。見学も随時受け付けています。
　また、まほらっこ教室について、ご意見やご要望がありましたら、ぜひお
寄せください。子どもたちのためにより良い教室にしていきます。
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 12 月から１月 11 日までのイベント情報 ◆◆◆

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　クリスマスにぴったりな幻想的なキャンドルを作り
ます。
▶ 日　時　12 月 20 日（土）
　　　　　 午前９時 30 分～ 11 時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　300 円
▶ 講　師　吉川久三さん

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　クリスマスにぴったりな幻想的なキャンドルを作り

カラーキャンドル作り

　オリジナル和凧を作ります。
▶ 日　時　平成 27 年１月４日（日）
　　　　　 午前９時 30 分～午後０時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 定　員　先着 30 名
▶ 参加料　500 円（幼児 300 円）
▶ 講　師　堀越正文さん

凧作り教室

13時30分～
まほらホール
※ 新成人者のみ
　ご入場できま
　す。

20日（土）
12月

郡司☎62-4808

　

ピアノ・ドリマトーン発表会

21日（日）

磐州市「年末市」
11時00～
13時00分
交流広場

三春町商工会☎62-3523

年末年始に必要なものの売り出しで
す。おせち料理の材料やしめ飾りな
どを販売します。

平成26年度三春小学校学習発表会「はばたけ三春っ子」

12月
13日（土）

平成27年新年交礼会

8時45分～
12時00分
まほらホール
自由席／無料

毎年恒例の新年交礼会を開催します。
ぜひ、お越しください。　

サウンドオブユニオン第5回冬のコンサート

平成27年三春町成人式

　　　　　

12月

12月

12月

１月

12月

12月

サウンドオブユニオン

フロイデ音楽院の生徒のためのピア
ノ発表会です。お気軽にご参加くだ
さい。

ソロ演奏の他に連弾やアンサンブルの
演奏もある生徒さんの発表会です。ど
うぞ、お気軽に足をお運び下さい。

三春小学校☎62-3101

アンサンブルをはじめ、この時期聴
きたいあの曲や誰もが一度は耳にし
た事のある曲など、寒さ吹き飛ぶ楽
しい時間をお送りします。
　　　　　

6日（土）
歌あり劇あり落語あり。様々な学習
の中で学んだことをステージいっぱ
いに表現します。三春っ子の輝く姿
を是非ご覧ください。　

ベビーマッサージ赤ちゃんヨガ
ベビーマッサージで親子のきずなを
深めませんか？「赤ちゃんヨガ」も
開催します。詳細は「ベビーマッサ
ージ・ラブベビ」で検索してくださ
い。

13時00分～
まほらホール
自由席／無料

１月

13時30分～
まほらホール
自由席／無料

11日（日）

10時00分～
12時00分
2階和室小
親子1組1500円

20歳の門出を同級生の皆さんとお
祝いしませんか。三春町の成人式に
出席を希望される方はご連絡くださ
い。

第1部11時30分～
第2部14時30分～
まほらホール
自由席／無料

14時00分～
まほらホール
自由席／無料

12月
14日（日）

フロイデコンサート フロイデ音楽院☎024-937-3555

和知ピアノ教室「ピアノ発表会」 和知悦子☎024-943-7124

12時30分～
小ホール
自由席／無料

小学生から大人の方までのピアノ発
表会です。
ソロ演奏と生徒さんとご家族の方と
の楽しい連弾もあります。

音紡会ミニ・コンサート 音紡会吉田☎77-3066

13時30分～
14時30分
小ホール
自由席／無料

ピアノを学んでいる大人の方の発表
会です。年に１度の気楽なコンサー
トです。21日（日）

4日（日）

12日（金） 27日（土）

三春町生涯学習課☎62-3837

ラブベビ原竹☎090-2332-1471

12月
ヤマハジュニアオリジナルコンサート郡山店フロアコンサート

ジュニアオリジナルコンサートは、
ヤマハ音楽教室で学ぶ子どもたち
が、心に感じたことを曲にし、自ら
演奏するコンサートです。　　　

10時00分～
19時00分
まほらホール
自由席／無料

7日（日）

(株)ヤマハミュージックリテイリング郡山店☎024-924-1162

三春町役場総務課☎62-2111

三春船引ジュニアソフトテニスクラブスポーツ少年団のご紹介
　当スポーツ少年団は平成 12 年にクラブチームとして発足、平成
21 年にスポーツ少年団登録をし、今年で 14 年目を迎えております。
　練習は毎週土曜日午前中ですが、毎週木曜日（午後７時より９時ま
で）三春町民体育館で自主練習会も行っています。
　また、合宿や芋煮会、ボーリング大会等を開催し、団員および保護
者間の親睦も図っています。随時、団員を募集しております。一緒に
ソフトテニスを楽しんでみませんか。
▶ 練習日　毎週土曜日午前（中学生は午後）
▶ 練習場所　田村西部工業団地内夕陽丘公園テニスコート（４月から 11 月）
　　　　　　 三春町民体育館等（12 月から３月）
▶ 団員数　小学生（男 10 名、女 16 名）、中学生（男９名、女 10 名）

三春船引ジュニアソフトテニスクラブの皆さん

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

趣
味
・
教
養

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。
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図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

〈中央児童館☎ 62-8666〉

中央児童館

グループごとに出し物を発表します。プレゼント
もお楽しみに。参加料は１,０００円（プレゼント、
お菓子、飲み物代）です。

メニューは「クリスマスケーキ」

テーマは「楽しいクリスマス☆」

クリスマスお楽しみ会

対　象行　事 日　時 場　所

おりがみクラブ

クラブ員料理クラブ

内　容

特になし

12月13日（土）
９時30分

12月12日（金）
13時30分～16時
申込期限12月2日（火）

12月20日（土）
９時30分 クラブ員

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

子育て支援
センター

就学前の12月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身長体重測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、
大きなケーキを囲んでお祝いをします。12月生まれのお友達
集まってね。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。母子手帳をご持参ください。

特になし 子育ての中で気になること、心配なことがあったら相談
してみませんか。予約の必要はありません。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

12月12日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

12月15日（月）
10時45分～11時
12月19日（金）
10時～11時
申込期限12月17日（水）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日 12月10日（水）
9時～11時

就学前のお子さん
とお母さん

臨床心理士相談会 12月18日（木）
9時30分～11時

〈町民図書館☎ 62-3375〉

12月10・24日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館日曜おはなし会 12月14日（日）
10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

木曜おはなし会 12月18日（木）
放課後 小学生低学年

〈保健センター☎ 62-5110〉

平成26年8月11日
～9月10日生まれ

3歳児

平成25年5月1日
～5月31日生まれ
平成23年9月1日
～9月30日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・バスタオル・子育てファイル「ほっと」

食改さんのおやつやさんは、19日11時～保健センター開放日

献血
  9時30分～11時30分　　（株）芳三工業中田工場
12時30分～14時30分　　ホリストンポリテック（株）
15時00分～17時00分　　三春町役場

母子手帳・問診票・バスタオル・歯ブラシ・コップ

こころの健康相談会 12月9日（火）
14時～16時30分

ご本人やご家族で悩みを相
談したい方

相談は無料で完全予約制です。事前にお電話ください。
相談担当：圓口博史精神科医師

平成26年3月1日
～3月31日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

12月16日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

12月18日（木）
13時～13時30分受付
12月17日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

12月12・19日（金）
9時～15時30分 特になし

12月15日（月）

9～10か月児 12月24日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

阿
蘭
陀
西
鶴
︵
朝
井
ま
か
て
︶
／
都

知
事
探
偵
・
漆
原
翔
太
郎
︵
天
祢
涼
︶

／
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ク
︵
伊
坂
幸
太
郎
︶
／
11
月
の
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト︵
乾
ル
カ
︶／
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト・

シ
ャ
ッ
フ
ル
︵
乙
川
優
三
郎
︶
／
に

じ
い
ろ
ガ
ー
デ
ン
︵
小
川
糸
︶
／
風

見
梢
太
郎
原
発
小
説
集
︵
風
見
梢
太

郎
︶／
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン︵
河
合
莞
爾
︶

／
笹
の
船
で
海
を
わ
た
る
︵
角
田
光

代
︶
／
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
パ
レ
ー
ド
︵
小

路
幸
也
︶
／
ダ
ブ
ル
・
フ
ォ
ー
ル
ト

︵
真
保
裕
一
︶
／
傲
慢
な
婚
活
︵
嶽
本

野
ば
ら
︶／
繁
栄
の
昭
和︵
筒
井
康
隆
︶

／
土
漠
の
花
︵
月
村
了
衛
︶
／
警
察

回
り
の
夏
︵
堂
場
瞬
一
︶
／
フ
ォ
ル

ト
ゥ
ナ
の
瞳
︵
百
田
尚
樹
︶
／
吉
田

松
陰
と
そ
の
妹
文
の
生
涯
︵
不
破
俊

輔
︶
／
伊
達
政
宗
︱
秀
吉
・
家
康
が

一
番
恐
れ
た
男
︵
星
亮
一
︶
／
甘
美

な
る
作
戦
︵
イ
ア
ン・マ
キ
ュ
ー
ア
ン
︶

／
冷
た
い
晩
餐
︵
ヘ
ル
マ
ン・コ
ッ
ホ
︶

今月の お すす め 本
全
方
位
読
書
案
内
／
幸
せ
を
つ
か
む
血

※ 新着コーナーには、12 月 4 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

本
に
つ
い
て
授
業
を
は
じ
め
ま
す
／
昔

の
く
ら
し
の
道
具
事
典
／
動
物
の
迷
路

／
よ
み
が
え
る
二
百
年
前
の
ピ
ア
ノ
／

か
ん
た
ん
テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
／
作
文

を
書
い
て
み
よ
う
／
歌
え
ば
魔
女
に
食

べ
ら
れ
る
／
ど
う
ぶ
つ
が
っ
こ
う
／
ど

ろ
ぼ
う
の
ど
ろ
ぼ
ん
／
ス
パ
イ
ス
ク
ー

ル
／
ク
ラ
ラ
先
生
﹆さ
よ
う
な
ら
／
落
っ

こ
ち
た
！
／
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン

︱
本
を
愛
し
﹆
集
め
た
人
／
お
た
す
け

こ
び
と
と
あ
か
い
ボ
タ
ン
／
新
幹
線
の

た
び
／
だ
い
す
き
﹆
で
も
﹆
ゆ
め
み
て

る
／
き
ら
き
ら
は
は
歯
／
希
望
の
牧
場

／
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は

　テレビでもおなじみ、古殿町出身の
野崎洋光さんが紹介する、おかゆのレ
シピ本です。白がゆから豪華なおもて
なしがゆ、パスタを使った変わりがゆ
まで、どれもシンプルなレシピなので、
思わず作ってみたくなります。これか
らの季節、あつあつのおかゆが恋しく
なったらぜひご一読ください。

液
型
大
全
／
竹
鶴
と
リ
タ
の
夢
／
日
中

韓
を
振
り
回
す
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
正

体
／
30
代
﹆
40
代
夫
婦
へ
の
遺
言
書
の

ス
ス
メ
／
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
？
／
人
が
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
を
ど
う
つ
く
る
の
か
／
日
本
の
昔
話

と
伝
説
／
現
代
サ
イ
エ
ン
ス
の
常
識
事

典
／
家
づ
く
り
の
基
礎
知
識
／
原
発

事
故
環
境
汚
染
／
新
幹
線
50
年
／
ベ
ー

シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
メ
ン
ズ
服
／
地
域

の
多
様
な
条
件
を
生
か
す
集
落
営
農
／

日
本
人
も
悩
む
日
本
語
／
目
で
み
る

こ
と
ば
／
放
射
線
医
が
語
る
福
島
で
起

こ
っ
て
い
る
本
当
の
こ
と

『からだが喜ぶおかゆ料理
帖』野崎洋光／著 PHP 研
究所

〈
第
２
子
の
お
子
さ
ん
の
子

育
て
支
援
助
成
金
の
申
請
は

済
ん
で
い
ま
す
か
〉

　

町
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

町
内
外
私
立
保
育
所
幼
稚
園
入
所

お
よ
び
家
庭
で
養
育
し
て
い
る
18

歳
以
下
の
未
就
学
で
あ
る
第
２
子

の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保

護
者
に
対
し
、
次
に
該
当
す
る
場

合
、
子
育
て
支
援
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
お
早
目
に
三
春
町
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▼ 

支
給
要
件

① 

三
春
町
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

② 

町
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
町

　

民
税
均
等
割
の
み
納
め
る
世
帯

※ 

対
象
児
童
が
町
立
の
保
育
所
・

　

幼
稚
園
に
入
所
し
て
い
る
場
合

　

は
、
保
育
料
等
が
無
料
と
な
っ

　

て
い
る
た
め
該
当
し
ま
せ
ん
。

▼ 

第
２
子
の
未
就
学
で
あ
る
お
子
さ

　
ん
の
子
育
て
支
援
助
成
金
の
内
容

　

お
子
さ
ん
の
通
所
・
通
園
状
況

で
、
助
成
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

※ 

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

　

な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

　

助
成
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

町
外
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
入

　

園
、
入
所
し
て
い
る
場
合
で
、
保

　

育
料
の
負
担
額
が
月
額
５
千
円
を

　

下
回
る
場
合
は
、
実
際
に
負
担
し

　

て
い
る
額
と
な
り
ま
す
。

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の

① 

子
育
て
支
援
助
成
金
交
付
申
請
書

② 

申
請
者
（
保
護
者
）
の
預
金
口

　

座
の
写
し

③ 

在
籍
証
明
書
（
私
立
幼
稚
園
・
保

　

育
所
な
ど
に
通
所
し
て
い
る
場
合
）

※ 

①
③
に
つ
い
て
は
、三
春
町
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

出
来
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62
‐
３
１
６
６

8月交付（4月から7月分）
12月交付（8月から11月分）
3月交付（12月から2月分）
翌年度交付（3月分）

区分 助成内容 交付時期
町内私立
保育所・幼稚園

負担している保
育料分を助成 3月交付（1年分）

町外
保育所・幼稚園

保育料の一部として
月額上限5,000円

家庭で養育 月額5,000円

3月交付（1年分）

▶ 助成金の内容

〈
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
便
利
・
安
心
・
確
実
な

口
座
振
替
で
！
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額

が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
口
座
振
替

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘

れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当

月
末
に
引
き
落
と
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現

金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か
月
前

納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で

す
。
さ
ら
に
お
得
な
２
年
前
納
は
毎
月

納
付
す
る
場
合
に
く
ら
べ
、
２
年
間
で
約

１
万
４
千
円
程
度
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、
役
場
窓
口
や
年

金
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
出
書
に
必
要

な
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
、
口
座
振
替

を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

  

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

子
ど
も
・
親
子

年　

金

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書

27



〈
平
成
27
・
28
年
度
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
受
付
〉

　

町
が
発
注
す
る
工
事
、
測
量
等
、

製
造
、
物
品
購
入
（
修
繕
）・
管
理

業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

受
付
の
期
限
が
、
12
月
19
日
（
金
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
で
資
格
審
査
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
の
様
式
は
三
春

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼ 

受
付
期
限　
12
月
19
日
（
金
）

▼ 

有
効
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日

　

～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼ 

申
請
先
・
問

　

 

財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
３
２

〈
個
人
事
業
者
の
平
成
26
年

分
消
費
税
確
定
申
告
に
関
す

る
お
知
ら
せ
〉

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
税

率
は
８
％
で
す
。

　

平
成
26
年
分
（
平
成
26
年
４
月

１
日
を
含
む
課
税
期
間
）
の
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
帳

簿
等
に
お
い
て
、
課
税
取
引
を
適

用
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
集
計
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

注
意
し
て
く
だ
さ
い

（
１
）
課
税
取
引
に
対
す
る
適
用
税

　

率
は
、
①
平
成
26
年
３
月
31
日
以

　

前
は
５
％
、
②
平
成
26
年
４
月
１

　

日
以
後
は
８
％
で
す
が
、
平
成
26

　

年
４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
取

　

引
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措
置
に
よ

　

り
５
％
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

（
２
）
帳
簿
等
で
は
、
非
課
税
取

　

引
な
ど
に
つ
い
て
も
区
分
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
税
法
の
改
正
内
容
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼ 

問　

税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
７

〈
平
成
26
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
〉

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
、
平
成
26
年
12
月
31
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用

〈
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
〉

　

三
春
町
で
は
地
球
温
暖
化
対
策

の
観
点
か
ら
環
境
負
荷
の
少
な
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る
住

宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
方
に
設
置
費
の
一
部
を
補

助
金
と
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
必
ず
設
置
前
に
行
い
、

交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
設
置
工

事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
設
置
工
事
（
電
力
会
社
と
の

系
統
連
系
ま
で
）
を
完
了
し
、
実
績

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
の
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
予

算
額
に
達
し
た
た
め
、
募
集
を
終

了
し
ま
し
た
。

▼ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
条
件

　

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
で
、
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
回
答

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
５

約
を
締
結
す
る
も
の
。
設
置
す
る

機
器
は
出
力
が
10
ｋ
Ｗ
未
満
で
未

使
用
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼ 

補
助
金
額　
１
ｋ
Ｗ
当
た
り

　

２
万
円
（
上
限
５
ｋ
Ｗ
）

※ 

千
円
未
満
切
り
捨
て

▼ 

申
請
期
限　
平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）

※ 

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
は
26
日
ま
で
で
す
〉

　

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
期
限

は
と
も
に
12
月
26
日
（
金
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
に
な
る

と
思
わ
れ
る
方
で
、
ま
だ
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
は
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
付
対
象
者
、
申
請
手

続
き
の
方
法
な
ど
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
広
報
み
は
る

11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
問

　
い
合
わ
せ
先

　

 

総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
 

☎
62-

８
１
２
５

▼ 
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

 
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
62
‐
３
１
６
６

広　
告　
欄
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〈
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人

権
週
間
で
す
〉

　

12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、
積
極

的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局
お
よ
び
福
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
来
る

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
66

回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該
週
間
を

中
心
に
積
極
的
な
啓
発
活
動
お
よ
び

相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電
話

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

電
話
番
号
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼ 

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

 

☎
０
５
７
０-

０
０
３-
１
１
０

▼ 

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

 

☎
０
１
２
０-

０
０
７-
１
１
０

▼ 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

 

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

★ 

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
今
月
も
、
特
設
人
権
相
談
所
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
12
月
９
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
水
道
管
に
も
冬
支
度
を
〉

　

蛇
口
や
水
道
管
、水
道
メ
ー
タ
ー

が
寒
さ
の
た
め
に
凍
る
と
、
破
裂

〈
油
類
の
流
出
事
故
防
止
に

つ
い
て
〉

　

例
年
、
貯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移
し
替

え
や
配
管
の
破
損
等
に
よ
る
油
の
河
川

へ
の
流
出
事
故
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
油
類

の
流
出
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

河
川
水
質
事
故
の
う
ち
、
油
類
の

流
出
事
故
が
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
油
が
河
川
に
流
出
す
る
と
、
下

流
域
の
水
道
や
農
業
用
水
、
漁
業
等

の
利
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で

な
く
、
魚
類
等
の
生
息
環
境
の
悪
化

を
招
き
ま
す
。
ま
た
、
流
出
し
た
油

の
回
収
処
理
に
は
多
額
の
費
用
と
労

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

冬
の
季
節
は
特
に
灯
油
等
の
使

用
量
が
増
え
ま
す
の
で
、
各
家
庭

に
お
け
る
灯
油
等
の
適
切
な
取
扱

い
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

灯
油
等
の
取
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

▽ 

常
日
頃
か
ら
貯
油
タ
ン
ク
に
異
常

　

は
な
い
か
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
使

　

用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
を
完
全

　

に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

▽ 

灯
油
等
が
漏
れ
て
い
る
こ
と
に

　

気
づ
い
た
ら
、
火
気
に
十
分
注
意

　

し
な
が
ら
直
ち
に
布
な
ど
で
回
収

　

し
、
河
川
に
流
出
し
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
み
や
か

　

に
役
場
ま
た
は
消
防
署
に
連
絡
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈（
公
財
）
福
島
県
文
化
振
興

財
団
助
成
事
業
の
申
請
受
付

け
に
つ
い
て
〉

　

県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本

拠
を
有
す
る
個
人
・
団
体
の
行
う

文
化
活
動
（
成
果
発
表
事
業
、
発

表
会
等
へ
の
参
加
事
業
、
文
化
財

の
保
護
事
業
な
ど
）
に
対
し
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

対
象
時
期　
平
成
27
年
４
月
１
日

　

〜
７
月
31
日
ま
で

▼ 

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
に

　

記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
の
窓

　

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限

　

平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）

▼ 
申
込・問　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
　

   

☎
62-

３
８
３
７

や
ひ
び
割
れ
を
起
こ
し
、
貴
重
な

水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修

繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
蛇
口
や
水

道
管
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
保
温
材

料
な
ど
を
取
り
付
け
て
、
寒
さ
か

ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
町
の
魅
力
を
一
緒
に
伝
え

ま
し
ょ
う
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
研
修
開
催
〉

　

印
章
深
か
っ
た
観
光
地
と
し

て
、
そ
の
土
地
の
人
と
の
触
れ
合

い
が
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
三
春
町
で
も
町
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
、
お
も
て
な
し
の

心
で
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
お
出
迎

え
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
講
義
や
ガ
イ
ド
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
お
も
て
な

し
の
心
を
身
に
つ
け
る
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
す
で
に

ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
も
参
加
可
能
で
す
。

▼ 

日
程　

① 

12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

② 

平
成
27
年
１
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

③ 

平
成
27
年
３
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

④ 

平
成
27
年
３
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
他

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

講
師　
嶋
田
昌
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
横
浜
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
理
事
）

▼ 

定
員　
50
名

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
観
光
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

　
（
三
春
町
観
光
協
会
）

　

☎
62-

３
６
９
０
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▼ 

み
は
る
中
町
蔵
と
配
置
図

〈
町
民
ス
キ
ー
教
室
参
加
者

募
集
〉

　

自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

ス
キ
ー
の
基
本
的
な
技
術
と
マ

ナ
ー
を
習
得
し
て
楽
し
く
ゲ
レ
ン

デ
を
滑
り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　

▽ 

第
１
回　
１
月
18
日
（
日
）

　

午
前
７
時
出
発
〜
午
後
４
時
30
分

帰
着
（
予
定
）

▽ 

第
２
回　
２
月
15
日
（
日
）

　

午
前
７
時
出
発
〜
午
後
４
時
30
分

帰
着
（
予
定
）

▼ 

場
所　
沼
尻
ス
キ
ー
場
（
猪
苗

　

代
町
沼
尻
）

▼ 

集
合
場
所　
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

駐
車
場

▼ 

対
象　
三
春
町
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
、
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少

　

年
団
指
導
者
・
団
員

▼ 

参
加
料　
５
０
０
円
（
大
人
・

　

子
ど
も
同
額
）

※ 

未
就
学
児
は
、保
護
者
同
伴（
同

　

伴
の
み
の
場
合
は
無
料
）

※ 

昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
料
金･

リ

　

フ
ト
代
は
別
と
な
り
ま
す
。

▼ 

募
集
人
数　
各
回
40
名

▼ 

申
込　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を
添
え

　

て
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
へ

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

２
日
前
ま
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を
さ

　

れ
た
場
合
は
、全
額
お
返
し
し
ま
す
。

※ 

先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
次

　

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
間　
日
曜
日
、
月
曜
日
を

　

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽ 

第
１
回　
12
月
20
日
（
土
）

▽ 

第
２
回　
平
成
27
年
１
月
17
日（
土
）

▼ 

講
師　
三
春
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

▼ 

主
催　
三
春
町
教
育
委
員
会
、

　

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
　

   

☎
62-

３
８
３
７

〈
み
は
る
中
町
蔵
テ
ナ
ン
ト

募
集
〉

　

町
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
施

設
と
し
て
利
活
用
を
図
る
た
め
、

中
町
に
あ
る
蔵
三
棟
の
改
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
ノ
蔵
に
つ
い
て
は
、
三
春
の

物
産
品
販
売
や
観
光
案
内
所
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
二
ノ
蔵
（
二
階
造
り
、
延

べ
床
面
積
約
26
坪
）、
三
ノ
蔵
（
一

部
二
階
造
り
、
延
べ
床
面
積
約
23

坪
）
に
つ
い
て
は
、
貸
店
舗
と
し

▼ 

問　
㈱
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

　
　
　

 

☎
62-

５
９
１
１

　
　
　

 

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０

〈
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
生
募
集
〉

　

町
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
す
す
め

る
た
め
、「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。「
介

護
予
防
の
正
し
い
知
識
や
方
法
等

を
学
び
た
い
」
と
い
う
方
や
、「
介

護
予
防
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
方

は
、
本
講
座
に
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

全
日
程
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼ 

日
時
・
プ
ロ
グ
ラ
ム　

▽ 

第
１
回　
平
成
27
年
１
月
８
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

開
講
式
／
講
義
「
介
護
予
防
と

は
」
／
講
義
「
介
護
保
険
制
度
と

三
春
町
の
現
状
」
／
講
義
「
健
口

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
」
／
実
技
「
転

ば
ぬ
先
の
貯
筋
」

▽ 

第
２
回　
平
成
27
年
１
月
16
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

講
義
「
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
よ
う
」
／
講
義
「
介
護
予
防
と

食
事
」／
実
技「
高
齢
者
疑
似
体
験
」

▽ 

第
３
回　
平
成
27
年
１
月
19
日（
月
）

　

〜
29
日
（
木
）

　

実
習
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
体

験
見
学

▽ 

第
４
回　
平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

　

施
設
見
学
「
町
内
の
介
護
施
設

な
ど
」
／
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
施

設
見
学
の
振
り
返
り
」
／
講
義
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
社
会
資

源
」
／
講
義
「
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
」
／
閉
講
式
・
修
了
証
書

交
付

▼ 

受
講
対
象
者　
70
歳
未
満
の
一

　

般
町
民

▼ 

募
集
人
数　
10
名
程
度

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

て
テ
ナ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

内
装
改
修
費
や
賃
借
料
に
つ
い

て
は
、
条
件
に
よ
り
町
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
ナ
ン
ト

の
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
12
月
15

日
（
月
）
ま
で
に
指
定
管
理
者
で
あ

る
㈱
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク
ス 

○ 

ク
リ
ス
マ
ス
祝
会

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
の
中
で
静
か
な
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
園
児
に
よ

る
お
遊
戯
、
合
奏
、
歌
、
聖
誕
劇
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
12
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
ホ
ー
ル

▼ 

対
象　
就
学
前
の
親
子
、
小
・
中
学
生

▼ 

問　
認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
保
園 

☎
62-

２
５
４
８

● 

田
村
市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の
交
付

　
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
田
村
市
役
所
（
新
庁
舎
１
階
）
に
登
記
事
項
証
明
書
等
発
行
請
求
機

を
設
置
し
、
平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
、
証
明
書
発
行
業
務
の
運

用
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
～
12
時
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼ 

設
置
場
所　
田
村
市
役
所
（
新
庁
舎
１
階
）
福
島
地
方
法
務
局
田
村

　

証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼ 
取
扱
業
務　
全
国
の
土
地
・
建
物
お
よ
び
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項

　

証
明
書
、
全
国
の
会
社
・
法
人
の
代
表
者
事
項
証
明
書
、
会
社
・
法
人

　

の
印
鑑
証
明
書
（
請
求
に
は
、
印
鑑
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

　

た
、
請
求
の
際
に
代
表
者
の
生
年
月
日
の
入
力
が
必
要
で
す
。）、
動
産

　

譲
渡
登
記
お
よ
び
債
権
譲
渡
登
記
の
概
要
記
録
事
項
証
明
書

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局 

☎
０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
５

◆ 

年
末
年
始
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施

　
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼ 

期
間　
12
月
10
日
（
水
）
〜
平
成
27
年
１
月
７
日
（
水
）
ま
で
の
29
日
間

▼ 

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン　
知
ら
せ
よ
う　

早
め
の
ラ
イ
ト　

あ
な
た
か
ら

▼ 

問　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ 
☎
62-

１
１
１
４

開会時期（予定） 
12 月 4 日（木）～ 10 日（水）

議会12月定例会が開催されます

　12 月議会の一般質問は、5 日（金）を予定し
ています。多数の傍聴をお待ちしています。
　詳しい日程などは、開会日前日に新聞折込みで
お知らせします。

〜 一般質問を傍聴してみませんか 〜

問い合わせ先　議会事務局　☎ 62-8124

〈
新
年
に
願
い
を
こ
め
て
希

望
の
一
文
字
大
募
集
〉

　

特
大
だ
る
ま
に
書
き
入
れ
る
新

年
の
願
い
を
込
め
た
「
希
望
の
一

文
字
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
も
の
の
中
か

ら
、
特
大
だ
る
ま
に
書
き
入
れ
ら

れ
る
希
望
の
一
文
字
が
選
考
さ
れ
、

来
年
１
月
に
行
わ
れ
る
三
春
だ
る

ま
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
が
希
望
を
託
す
一

文
字
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼ 

応
募
期
限　
12
月
14
日
（
日
）

▼ 

応
募
方
法　
応
募
用
紙
の
中
の

だ
る
ま
に
一
文
字
を
書
き
入
れ

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
で
お
送
り

い
た
だ
く
か
、
三
春
町
観
光
協

会
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

選
考
方
法　
三
春
町
明
る
い
祭

礼
推
進
委
員
会
、
三
春
町
観
光

協
会
、
玄
侑
宗
久
さ
ん
、
高
柴

デ
コ
屋
敷
代
表
に
よ
り
構
成
さ

れ
た
選
考
委
員
の
厳
選
な
審
査

の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

▼ 

発
表
方
法　
平
成
27
年
１
月
18

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
三
春
だ

る
ま
市
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
発
表
し
ま
す
。
応
募

者
の
中
か
ら
抽
選
で
８
名
の
皆

さ
ん
に
、
文
字
入
り
だ
る
ま
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
町
観
光
協
会

　
　
　

 

☎
62-

３
６
９
０

　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集していま
す。掲載要件などがありますので、お問い合わせくだ
さい。町ホームページにも詳細を掲載しています。
▶ 広告掲載料（掲載１回につき）
▷ １段枠　　　　２万円 ※連続 12 回　20 万円
▷ ２分の１段枠　１万円 ※連続 12 回　10 万円
▶ 申込・問　総務課 企画情報グループ　☎ 62-8125

★広告主募集中！★

昨年の一文字「破」
入り特大だるま

募　

集

　年末年始のあわただしさから、火気への注意
がおろそかになりがちですので、火の取り扱い
には十分注意してください。
◆ 住宅防火対策
・住宅用火災警報器を設置する。
・調理中に火の元から離れる時は、必ず火を消す。
・暖房器具のまわりに燃えやすい物を置かない。
・外出の際は火の元を確認する。
◆ 放火防止対策
・家のまわりに燃えやすいものを置かない。
・物置などは必ず施錠する。
・夜間は外灯を点灯し、暗いところをつくらない。

年末年始火災予防運動
（12月 15日〜 1月 14日）

◆ 問　郡山消防本部予防課 ☎ 024-923-1878
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：7・14・21・23・28・31 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ 思いやり　笑顔で始まる　心の輪（佐久間美結・三春中学校２年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている
頁数です。施設の休館日は 24 ページに掲載しています。

12 月の行事カレンダー ※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶﹆
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

三春町議会12月定例会開会（～10日予定・三春町役場）

三春町議会12月定例会一般質問（10時・三春町役場）

こころの健康相談会（14時～16時30分・保健センター）

人権相談（10時～15時・三春交流館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

スクエアステップ教室（13時30分～15時・保健センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

クリスマスお楽しみ会（13時30分～16時・中央児童館）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

ボランティアガイド研修会（10時30分～12時・三春交流館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

第47回衆議院議員総選挙投票日（7時～19時）

2（火）

4（木）

5（金）

9（火）

　10（水）

　

　11（木）

12（金）

13（土）

　14（日）

15（月）

16（火）

17（水）

18（木）

19（金）

20（土）

24（水）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

臨床心理士相談会（9時30分～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

食改さんのおやつやさん（11時・保健センター）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

おりがみクラブ（9時30分・中央児童館）

カラーキャンドル作り（9時30分～11時・自然観察ステーション）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

※平成 25 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】12 月 9 日（火）午前 9 時 30 分～ 12 時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】12 月 9 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】12 月 2・9・16 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】12 月 4 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●
12月7日

14日

21日
23日

28日
30日

31日

奥秋医院
（ふくだや薬局）
せんざき医院
（みはる調剤薬局）
白岩医院
石塚医院
（ヤナイ調剤薬局）
秋元医院
雷クリニック
（きよはし薬局駅前店）
東部台こどもクリニック
（コスモ調剤薬局東部台店）

（日）

（日）

（日）

（火）

（日）

（火）

（水）

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

船引町
船引町
三春町
三春町

常磐町
小野町
小野町
船引町
三春町
三春町
船引町
船引町

☎86-2034
☎86-2013
☎61-2777
☎61-1616
☎77-2036
☎72-2161
☎72-5912
☎82-1514
☎62-6333
☎61-1101
☎81-2580
☎81-2205

）

）

）

）

）

（

（

（

人口 17,278 人（-4）う
ち男性 8,417 人（+5）・女性 8,861 人（-9）／世帯数 5,572 世

帯（-6）人口・世帯数

12 月 25 日（木）　固定資産税 第 3 期　国民健康保険税 第 6 期　後期高齢者医療保険料 第 5 期　介護保険料 第 6 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 26 年 11 月１日現在（前月比）

マーク は、町営バスの運休日です。
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町営バス運休カレンダー（12 月）
日 月 火 水 木 金 土

29 31 2 3１／１

『休日診療のお医者さん』の（　）内は休日薬局です。


